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＜参考＞  

１．国際勧告等との関係  

本標準は、ＩＳＤＮにおけるテレマティックサービスのための端末の特性とプロトコル

について記述しており、１９９８年版ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．９０に準拠したものである。  

  

２．上記国際勧告等に対する追加項目等  

２．１  オプション選択項目  

本標準では、国際勧告の中でオプションとされている項目の選択は行っていない。  

２．２  ナショナルマター決定項目  

本標準では、国際勧告の中でナショナルマターとされている項目の決定を行っていない。 

２．３  先行している項目  

 なし  

２．４  追加した項目  

（１） 個別アプリケーション規則（２．２．３．２．２節）  

（注３）にＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．７５（１９８７年版）とＪＴ－Ｘ７５（第１版）の参照

している項目の対応表を追加している。  

（２） レイヤ３：Ｂチャネルバーチャル接続制御及び情報転送（２．２．５節）  

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５（１９８４年版）を基本としたこのプロトコルはＤＴＥ

－ＤＴＥアプリケーションを含むために一部拡張されている。  

また、表２－３にＪＳ－８２０８（第２版）とＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８（１９９

０年版）の参照している項目の対応表を追加している。  

（３） アウトバンドネゴシエーションとインバンドネゴシエーションのパケットサイズ

及びウインドウサイズ（２．２．５．１節）  

表２－４にＪＳ－８２０８（第２版）とＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８（１９９０年版）

の参照している項目の対応表を追加している。  

（４） ＯＳＩ－ＮＳに対する最小限の要求条件（４．３．１節）  

 表４－１にＪＳ－８２０８（第２版）とＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８（１９９０年版）

の参照している項目の対応表を追加している。  

（５） 付加的な機能のカテゴリ（５．１節）  

 表４－２にＪＳ－８２０８（第２版）とＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８（１９９０年版）
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の参照している項目の対応表を追加している。  

（６） 本標準では、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．９０に対応するＪＴ－Ｔ９０用語対照表を付録

７に追加している。  

（７） 本標準では本文の内容を補足するための補遺がある。  

２．５  削除した項目  

本標準は、国際勧告に対し、次の項目を削除している。  

（ａ） ＩＳＤＮ上のテレマティック端末における端末選択手順に関すること。  

（ａ）を削除した理由は、現時点で技術的評価が不十分であり、これを標準化する必要性

も少ないと判断したことによる。  

２．６  その他  

（１）  国際勧告に対する修正内容  

本標準を審議するに当たり基本とした国際勧告において、その内容より判断して明らか

に誤りと思われる下記項目に関して、修正を行った。  

 

本標準中の箇所  国際勧告中の表記  修正後（本標準で）の表記  

 2 .2 .3.2.1(d)  SABM/SABME 手順は  SABM/SABME 手順 (SDL)図）は  

 ２つの応答 (CONNECT) 
 ２つの応答  
(CONNECT/CONNECT ACK) 

 応答信号   応答メッセージ   ９．  

 ＵＡコマンド   ＵＡレスポンス  

 図９－１   CONNECT ACKNOWLEDGE 信号   CONNECT ACKNOWLEDGE 
メッセージ  

 Ｃ．４   受信Ｋパラメータを示す。  
受信Ｋパラメータと送信Ｋパラ  
メータを示す。  

 付図Ｃ－３  
 ＸＩＤコマンド情報フィールド  
 符号化  

 ＸＩＤ情報フィールド符号化  

 

（２） 参照する勧告、標準等  

 ＴＴＣ標準：    ＪＴ－Ｑ９２０、ＪＴ－Ｑ９２１、ＪＴ－Ｑ９３１、  

           ＪＴ－Ｉ４３０、ＪＴ－Ｉ４３１、  

           ＪＴ－Ｔ５６１、ＪＴ－Ｔ５６３、  

           ＪＴ－Ｘ２５、 ＪＴ－Ｘ３１、 ＪＴ－Ｘ７５（第１版）、  

           ＪＳ－８２０８（第２版）  
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ＩＴＵ－Ｔ勧告：　　Ｉ .１２２、　Ｉ .２４１，

Ｘ .２、Ｘ .２５ (１９８４ )、Ｘ .７５ (１９８８ )、Ｘ .２１３、

Ｔ .６０、　Ｔ .７０、　Ｔ .１０１、

Ｅ .１６４、Ｆ .１６１、Ｆ .１８４、Ｆ .２００、

Ｆ .３００

ＩＳＯ標準： ＩＳＯ／ＩＥＣ７７７６、ＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８ (１９９０ )、

　　　　　　　　　　ＩＳＯ／ＩＥＣ８８７８、ＩＳＯ／ＩＥＣ８８８５、

　　　　　　　　　　ＩＳＯ／ＩＥＣ９５７４

３．改版の履歴

版　数 制　定　日 改　版　内　容

第１版 昭和６３年１１月３０日  制　定

第２版  平成４年４月２８日
 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．９０の改
 定に伴う規定の追加及び表現
 の適正化による改版

第３版 ２０００年４月２０日

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．９０の改
定に伴うＧ４フォールバック
コードの追加及び表現の適正
化による改版
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４．工業所有権  

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホーム

ページでご覧になれます。
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０．要約  

 この標準はＩＳＤＮで運用する、テレマティークサービス・プロトコルスタックの低位

レイヤに適用するための、基本標準ＩＳＯ／ＩＥＣ ７７７６、８２０８、８８８５、そ

してＪＳ－８２０８の機能標準を定義している。  

 衛星回線のような大遅延接続・環境で、高スループットを保証するためのパラメータ値

が推奨されている。  

 ＪＴ－Ｔ９０（第１版）とのバックワード・コンパチビリティが保たれている。  

 低位レイヤ・パラメータ値のネゴシエーションを行うための３つの方式が、種々の接続

構成（例えば、完全なＩＳＤＮ環境または、ＩＳＤＮと他のディジタル網とのインタワー

ク）を満足させるために含まれている。  

 この標準は、テレマティックトランスポートレイヤ定義として存在するトランスポート

レイヤ規定ではなく、テレマティック端末のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０によるネットワーク

レイヤ規定を提供している。 
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１．本標準の規定範囲

１．１　概　要

　ＩＳＤＮは、多目的ユーザ・網インタフェースによって、同一の網上において、広範囲

にわたる音声と非音声サービス及びアプリケーションを提供する。

　本標準は、ＩＳＤＮアプリケーションのために開発され、Ｉシリーズインタフェースに

よってＩＳＤＮに接続されるテレマティック端末に対する要求条件について記述する。

　例えば、テレテックス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６０）、グループ４ファクシミリ（ＪＴ－

Ｔ５６３）、及びビデオテックス（ＩＴＵ－Ｔ勧告案Ｔ．１０２及びＴ．１０３（注））

等である。

　（注）ＩＴＵ－Ｔ勧告案Ｔ．１０２及びＴ．１０３は、現在検討中である。

ミクスト動作モード（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５６１）によりテレテックスとグルー

プ４ファクシミリをサポートしているテレマティック端末もまたこの標準で規

定されている。

　他のテレマティックサービスを提供するための端末の要求条件については、継続検討と

する。

　ＣＳＰＤＮ、ＰＳＰＤＮ、ＰＳＴＮにおけるテレマティックサービスの提供のために開

発され、ＩＳＤＮにアクセスするためにターミナルアダプタを用いる端末は、本標準に含

まれない。（注１）

　ＣＳＰＤＮ、ＰＳＰＤＮ、ＰＳＴＮに接続された既存のテレマティック端末とのインタ

ワーキングによってテレマティックサービスの完全性を維持することは可能であろうが、

本標準の範囲外である。（注２）

　本標準は、オプションのパラメータを選択するための様々なネゴシエーションメカニズ

ムを含む。

　（注１）インプリメントのガイドラインとして、着呼とファクシミリ端末のための情報

要素に関する考慮を付録１に示す。

　（注２）速度整合機能については付録５を参照すること。

１．２　伝達能力の使用

　本標準は、情報転送及びバーチャルサーキットの接続制御のためにＢチャネルを用い、
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呼接続制御のためにＤチャネルを用いる、ＩＳＤＮ用に定義された伝達能力の使用に基づ

いている。  

 回線交換及びパケット交換の情報転送モードの使用が定義される。  

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１２２のなかで定義されているようなフレームモード情報転送の使

用は継続検討とする。  

 

１．３ プロトコルアーキテクチャ  

 本標準は、ＤＴＥ－ＤＣＥ相互接続及びＯＳＩネットワークサービスのサポートと同様

に、網を介したエンドツーエンド（ＤＴＥ－ＤＴＥ）通信を目的とした他のＩＴＵ－Ｔ勧

告及びＩＳＯ標準に対して、アプリケーション規則を提供する。  

 ２、３章に述べられているプロトコルと異なる、既存のプロトコルの使用はオプション

である。２章における、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０のＣＳＰＤＮ最小ヘッダの使用は付加的

なオプションである。  
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２．ＩＳＤＮ Ｂチャネル回線交換モード（ＤＴＥ－ＤＴＥ通信）  

 このモード時は、回線交換の６４ kbit /s 非制限情報転送能力を使用すべきである。  

 接続制御に関する付加的な情報は、付属資料ＡのＡ．１．（ａ）を参照すること。  

情報転送フェーズに関する付加的な情報は、付属資料ＡのＡ．１．（ｂ）を参照すること。  

 

２．１ プロトコル構成  

ＩＳＤＮ Ｂチャネル回線交換モード（ＣＳモード）に適用されるプロトコル構成を、

図２－１／ＪＴ－Ｔ９０に示す。  

 

ＯＳＩレイヤ  物理接続制御  バーチャル接続制御及び情報転送  

レイヤ ３  ＪＴ－Ｑ９３１  
ＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８（注３）  
（ＪＳ－８２０８）  

レイヤ ２  ＪＴ－Ｑ９２１（ＬＡＰＤ）  
ＩＳＯ／ＩＥＣ７７７６  
ＤＴＥ－ＤＴＥ動作（注２）  

 
＜Ｄチャネル＞  

 
＜Ｂチャネル＞  

レイヤ １  

ＪＴ－Ｉ４３０／Ｉ４３１（注１）  

 

（注１）２．２．１を参照  

（注２）全二重シングルリンク手順は、２．２．３に記述されている。  

Ｂチャネルのデータリンクレイヤにおける、サービス定義と状態遷移図は付録３を

参照。  

（注３）ＤＴＥ－ＤＴＥ接続は、ＩＳＯ／ＩＥＣ ８２０８（１９９０年３月）及び、Ｊ

Ｓ－８２０８（第２版）に基づいて本標準の２．２．５に記述されている。  

 

図２－１／ＪＴ－Ｔ９０ プロトコル構成（ＣＳモード）  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

 

ＬＬＣネゴシエーションの成功時には、ＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８に加えて、Ｔ．７０Ｎ

Ｌプロトコル（ＣＳＰＤＮの最小のヘッダ、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０の３．３）をオプショ

ナルにサポートし、かつ呼ごとに使用してもよい。ＬＬＣネゴシエーションで失敗した場
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合やＬＬＣネゴシエーションを行わない場合、ＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８プロトコルを使用

すべきである。その他の詳細情報は、付録２を参照。  

 

２．２ アプリケーション規則  

２．２．１ レイヤ１：物理レイヤインタフェース特性  

物理的なインタフェース特性は、Ｉシリーズの標準、すなわち、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４

３０（基本ユーザ・網インタフェース、レイヤ１仕様）及びＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１（１

次群速度ユーザ・網インタフェース、レイヤ１仕様）の規定に従うべきである。このレイ

ヤにより全二重の伝送能力が得られる。  

 

２．２．２ レイヤ２：Ｄチャネル接続制御フェーズ  

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１に従う。  

 

２．２．３ レイヤ２：Ｂチャネルリンクレイヤ手順  

 リンクレイヤ手順は、ＤＴＥ－ＤＴＥ動作のためのＩＳＯ／ＩＥＣ７７７６で定義され

た完全に対称なＨＤＬＣ手順で構成すべきである。  

 これは、２．２．３．２．２節に定義されるアプリケーション規則によって修正された

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７５及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．７５と互換性がある。  

 

２．２．３．１ アドレス手順  

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７５のリンクアドレス手順の適用を以下に記述する。リンクアドレ

ス（ＡとＢ）は、以下の規則に従い、呼ごとに動的に割り当てられるべきである。  

（ａ） 発呼端末は、アドレスＡを持つ。  

（ｂ） 着呼端末は、アドレスＢを持つ。  

（ｃ） コマンドとレスポンスは、図２－２／ＪＴ－Ｔ９０に示すように転送されるべ

きである。  
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図２－２／ＪＴ－Ｔ９０　リンクアドレス手順

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．９０）

（ｄ）　ＡとＢのアドレスは、以下のように符号化される。

　　　　アドレス　　　　１　２　３　４　５　６　７　８

　　　　　Ａ　　　　　　１　１　０　０　０　０　０　０

　　　　　Ｂ　　　　　　１　０　０　０　０　０　０　０

　　（注）ＡとＢ以外のアドレスの、すべての受信フレームを端末は廃棄する。

２．２．３．２　インプリメンテーション規則

　異なるインプリメンテーション間での完全な整合性を保つために、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ

７５及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．７５のインプリメンテーションに際しては、以下の規則に従

うべきである。

２．２．３．２．１　一般規則

（ａ）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７５の３章及び１９８８年版（ブルーブック）ＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｘ．７５の２章を基準仕様として使用すべきである。

（ｂ）“ＳＴＥ”は“ＤＴＥ”と読むべきである。

（ｃ）現在は、基本モード動作（モジュロ８）と、拡張モード動作（モジュロ１２８）

が定義されている。

　本標準の目的からすると、モジュロ８のサポートは必須であり、モジュロ１２８

はオプションである。拡張モードを提供する端末は、基本モードも提供すべきであ

る。拡張モードの動作（モジュロ１２８）を提供すべきであることを強く推奨する。

基本モジュロとしてモジュロ１２８を使用する方向へ導くため、Ｂチャネルレイヤ

発呼端末

A

着呼端末

B

コマンド（B）

レスポンス（B）

コマンド（A）

レスポンス（A）
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２のＬＡＰＤ（モジュロ１２８のみ）への発展が長期的には期待される。

（ｄ）モジュロ８とモジュロ１２８を、それぞれ使用している端末装置間のインタワー

キングを容易にするために、本標準で規定されるネゴシエーションメカニズムを使

用するべきである。モジュロやＫパラメータ等のレイヤ２パラメータは、ＬＬＣ－

ＩＥを使用してアウトバンドでネゴシエーションしてもよい。

　アウトバンドネゴシエーションで失敗した場合やアウトバンドネゴシエーショ

ンを行わない場合、オプションとしてＸＩＤ手順および／またはＳＡＢＭ／ＳＡＢ

ＭＥ手順を使用してよい。ＸＩＤ手順及びＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥ手順（ＳＤＬ図）

は、それぞれ付属資料Ｃ及び付属資料Ｄにて規定されている。付属資料Ｅは、ＸＩ

Ｄ及びＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥ手順間のネゴシエーションメカニズムのＳＤＬ記述

である。

（ｅ）シングルリンク手順（ＳＬＰ）のみを使用すべきである。
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２．２．３．２．２ 個別アプリケーション規則  

 以下の規則はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７５及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．７５の示された章や表に

関係する。  

基本モード、拡張モードの適用に関しては２．２．３．２．１（ｃ）及び（ｄ）を参照

すること。  

 

a)  表 3-1/JT-X75 
(ITU-T :  表 1/X.75) 
(基本モード )  
表 3-2/JT-X75 
(ITU-T :  表 2/X.75) 
(拡張モード )  

情報フィールドのない I フレームは、送るべきでない。 
基本モード N≧０ かつ N≦N １－３２  
拡張モード N≧０ かつ N≦N １－４０  
空のＩフレームを受信しても有効なＩフレームとして

処理すべきである。  

b)  JT-X75 :  3 .3.4.9 
(ITU-T :  2 .3.4.9) 

(5)､ (6)､ (7)項は有効でない。  
（ＦＲＭＲを送信すべきでない。）  
 その代わりとして、以下の動作をインプリメントす

べきである：  
－期待されないＦビットが“１”の監視フレームは、

無視すべきである。  
－期待されないＵＡまたはＤＭレスポンスは、無視す

べきである。  
－無効なＮ (s)のフレームは、ＲＥＪを送出して応答す

べきである。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．７５の 2.3.5.2.1 参照） 
ＦＲＭＲ制御フィールド付きのフレームに、ＦＲＭＲ

を送出することによって、応答すべきではない。  

c)  表 3-7/JT-X75 
(ITU-T :  表 7/X.75) 
(基本モード )  
表 3-8/JT-X75 
(ITU-T :  表 8/X.75) 
(拡張モード )  

ビット W、Ｘ、Ｙ、Ｚを０に設定することは、フレー
ムリジェクトの理由なしを表す。  

d)  JT-X75 :  3 .3.5.3 
(ITU-T :  2 .3.5.3）  

ＤＴＥとＩＳＤＮは、オクテット整合していないの
で、最後の段階は有効ではない。  

e)  ITU-T :  2 .3.5.5 上位レイヤは、Ｔ３タイマ終了時、上位レイヤに通知
すべきである。（過度の待機状態）  

f)  JT-X75 :  3 .4.3 
(ITU-T :  2 .4.3)  

最初の段落に関し、“次のレスポンス”は、“対応す
るレスポンス”と読む。  

g)  JT-X75 :  3 .4.4.1 
(ITU-T :  2 .4.4.1) 

アクティブチャンネル状態では、ＤＴＥは他のＤＴＥ
とは独立に連続したフラグを送信すべきである。  
発呼ＤＴＥは、Ｐビットを“１”に設定して、ＳＡＢ

Ｍ（基本モード）またはＳＡＢＭＥ（拡張モード）を送
出することによりリンクを設定する。  

h)  JT-X75 :  3 .4.4.4(1) 
(ITU-T :  2 .4.4.4.1) 

衝突による、未確認のＤＩＳＣコマンドが存在しない
こともまた切断フェーズに入る条件である。  
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７５の 3.4.4.5 参照）  
切断フェーズにおいて、リンクのセットアップを行う

のは、発呼ＤＴＥである。  

i )  JT-X75 :  3 .4.5.9 
 第４段落  
( ITU-T :  2 .4.5.9 
 第４段落 )  

ＲＮＲを受信したら、ＤＴＥはタイマ回復状態にとど
まるべきである。（なぜなら、他のＤＴＥはまだビジー
状態にあるので）  

j )  JT-X75 :  3 .4.5.9 
 第５段落  
( ITU-T :  2 .4.5.9 

ＲＮＲを受信したら、ＤＴＥはＩフレームの送信もし
くは再送を始めるべきでない。  
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　第５段落 )

k) JT-X75 :  3 .4 .5.9
　最終段落
(ITU-T :  2 .4.5.9
　最終段落 )

もし再送試行変数がＮ２に等しくなったらば、ＤＴＥ
は、切断フェーズに入るべきである。

l ) JT-X75 :  3 .4 .7.3
(ITU-T :  2 .4.7.3)

フレームリジェクト状態では、ＤＴＥはただコマンド
のチェックを行ない、Ｐビットに応じたＦＲＭＲで応答
すべきである。フレームリジェクト状態は、ＤＴＥがＳ
ＡＢＭ（基本モード）またはＳＡＢＭＥ（拡張モード）
を受信するか、またはＤＩＳＣコマンドの受信または、
送信により集結する。

m) JT-X75 :  3 .4.7.3
　第２段落
(ITU-T :  2 .4.7.3
　第２段落）

ＦＲＭＲ状態を引き起こしたＤＴＥのみが、リンクを
リセットしても良い。

n) JT-X75 :  3 .4 .7.3
　第３段落
(ITU-T :  2 .4.7.3
　第３段落 )
(注１ )

他のＤＴＥに対し、リンクのリセットをＮ２回試行
後、ＤＴＥは切断フェーズに入るべきである。

o) JT-X75 :  3 .4 .8.1
(ITU-T :  2 .4.8.1)

(注２ )

Ｔ１タイマは、フレーム送信を終了した時に、起動さ
れるべきである。Ｔ１の値はデータ信号速度、フレーム
の長さ、Ｎ２，及びＴ２と伝送遅延の両方を示す固定時
間に依存する。（項目 ( r)参照）
２．５秒から７秒の値が推奨される。特定の値の研究

は継続検討とする。

p) JT-X75 :  3 .4 .8.2
(ITU-T :  2 .4.8.2)
(注２ )

Ｔ１＞Ｔ２
Ｔ２＜１秒

q) ITU-T :  2 .4.8.3
　第２段落

Ｔ３≦６０秒
Ｔ３≧３０秒

r) JT-X75 :  3 .4 .8.3
(ITU-T :  2 .4.8.4)

Ｎ２≧６０秒÷Ｔ１

s) JT-X75 :  3 .4 .8.4
(ITU-T :  2 .4.8.5)

レイヤ３　モジュロ＝８の場合
　基本モード　ＮＩ＝１６　４４０ビット
　拡張モード　ＮＩ＝１６　４４８ビット
レイヤ３　モジュロ＝１２８の場合
　基本モード　ＮＩ＝１６　４４８ビット
　拡張モード　ＮＩ＝１６　４５６ビット

t ) JT-X75 :  3 .4 .8.5
(ITU-T :  2 .4.8.6)
(注２．３ )

基 本 モ ー ド 　 ｋ ≦ ７ 　 　 　 （ デ フ ォ ル ト 値 　 ｋ ＝
７　）
拡張モード　ｋ≦１２７　（デフォルト値　ｋ＝８

０）

（注１）他のＤＴＥがＮ２×Ｔ１で応答しない時、リンクをリセットすることは、意味の

あることではない。

（注２）受信側のＤＴＥによって使用される確認方法は、送信している側のＤＴＥが使用

している、ｋの値を知っていることと独立であるべきである。このことは可能な限

り早く正しく受信された、Ｉフレーム毎に確認することか又は、確認タイマ上で定

義された、Ｔ２タイマ（項目 (p )参照）をインプリメントすることにより、達成さ

れる。
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（注３）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．７５（１９８８年版）とＪＴ－Ｘ７５（第１版）の参照して

いる項番の対応表を次に示す。

ITU-T 勧告Ｘ．７５

（１９８８年版）

ＪＴ－Ｘ７５（第１版）

２章 ３章

表１／Ｘ．７５ 表３－１／ＪＴ－Ｘ７５

２．３．４．９ ３．３．４．９　フレームリジェクト（ＦＲＭＲ）レスポンス

表７／Ｘ．７５ 表３－７／ＪＴ－Ｘ７５

２．３．５．３ ３．３．５．３　無効フレーム状態

２．３．５．５ 対応の項番無し

２．４．３ ３．４．３　ポールビットとファイナルビットの使用手順

２．４．４．１ ３．４．４．１　リンク設定

２．４．４．４．１ ３．４．４．４　 (1)

２．４．５．９ ３．４．５．９　確認応答待ち

２．４．７．３ ３．４．７．３

２．４．８．１ ３．４．８．１　Ｔ１タイマ

２．４．８．２ ３．４．８．２　パラメータＴ２

２．４．８．３ 対応の項番無し

２．４．８．４ ３．４．８．３　最大送信回数Ｎ２

２．４．８．５ ３．４．８．４　情報フレーム中の最大ビット数Ｎ１

２．４．８．６ ３．４．８．５　ｱｳﾄｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ  情報フレーム数の最大値Ｋ

２．２．４　レイヤ３：Ｄチャネル接続制御フェーズ

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１を適用する。全ての符号化はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の該

当する節に従うべきである。

　３つの情報要素がテレマティックサービスをアクセスする端末に特に関連している。詳

細はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料ＢとＬを参照すること。

－伝達能力（ＢＣ）情報要素

ＢＣ情報要素は網により提供されるベアラサービスに関係する情報を伝達するために

使用される。ＢＣ情報要素は発呼側で生成されることが必要とされ、着呼側でその整

合性がチェックされなければならない。

－低位レイヤ整合性（ＬＬＣ）情報要素

ＬＬＣ情報要素は２つのエンドシステムとインタワーキング機能（ＩＷＦ）のみに関

係するネットワークレイヤ以下のプロトコルについての情報を伝達するために使用さ
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れる。ＬＬＣ情報要素は発呼側で生成されるべきであり、着呼側で存在すればその整

合性がチェックされるべきである。ＬＬＣ情報要素は、レイヤ２とレイヤ３のパラメー

タのネゴシエーションに使用される。  

 

－高位レイヤ整合性（ＨＬＣ）情報要素  

ＨＬＣ情報要素はエンドシステム間でネットワークレイヤより上位層のプロトコルに

関係する情報を伝達するために使用される。ＨＬＣ情報要素は発呼側で生成されるべ

きであり、着呼側で存在すればその整合性がチェックされるべきである。  

 

 呼設定フェーズの間、ユーザ・網インタフェースのＳ／Ｔ参照点に伝達される伝達能力

（ＢＣ）、低位レイヤ整合性（ＬＬＣ）、高位レイヤ整合性（ＨＬＣ）情報要素（ＩＥ）

のフィールドには以下に定義される値が設定されるべきである。  

 （注）伝達能力情報要素のコーディングにおいて、速度整合機能は付録５を参照。  

 

２．２．４．１ 伝達能力（ＢＣ）  

（ａ） 固定値が設定される必須のフィールド  

（設定される値を各フィールド記述の後の括弧内に示す。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３

１を参照）：  

 －コーディング標準   －オクテット３（ＩＴＵ－Ｔ及びＴＴＣ標準）  

 －情報転送能力   －オクテット３（非制限ディジタル情報（注））  

 －転送モード     －オクテット４（回線交換モード）  

 －情報転送速度    －オクテット４（６４ｋｂｉｔ／ｓ）  

（ｂ） デフォルトの場合は、必要としないフィールドであるが、明確に符号化されても

よい：  

 －構造       －オクテット４ａ  

 －通信形態      －オクテット４ａ  

 －呼設定法      －オクテット４ａ  

 －対称性      －オクテット４ｂ  

（ｃ） 不必要のために省略されるフィールド：  

 －他の全てのフィールド  
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（注）非制限情報転送能力を使用するか、制限情報転送能力を使用するかの選択は本

標準の規定範囲外である。  

 

２．２．４．２ 低位レイヤ整合性（ＬＬＣ）  

 ＬＬＣ情報要素は次のように符号化されるべきである。  

（ａ） 固定値が設定されるフィールド  

（設定される値を各フィールド記述の後の括弧内に示す。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９

３１を参照）：  

 －コーディング標準   －オクテット３（ＩＴＵ－Ｔ及びＴＴＣ標準）  

 －情報転送能力     －オクテット３（非制限ディジタル情報）  

 －ＬＬＣネゴシエーション指示  －オクテット３ａ、ビット７（注１）  

 －転送モード      －オクテット４（回線交換モード）  

 －情報転送速度     －オクテット４（６４ｋｂｉｔ／ｓ）  

－ユーザ情報レイヤ２プロトコル  －オクテット６（ 2.2.3.2.2.節で定義されたアプリ

ケーション規則によって修正されたＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７５およびＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｘ．７５と互換性のあるＩＳＯ／ＩＥＣ ７７７６ＤＴＥ－ＤＴＥ動作）  

－ユーザ情報レイヤ３プロトコル  －オクテット７（ＪＳ－８２０８及びＩＳＯ／ＩＥ

Ｃ８２０８）  

 

（ｂ） 可変値が設定されるフィールド  

－ＬＬＣ情報要素は発側と着側の間でＩＳＤＮによってトランスペアレントに転送さ

れる。またＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｑ９３１付属資料Ｍに記述されているパラメータネ

ゴシエーションのために使用される。  

－発側は使用するレイヤ２とレイヤ３のパラメータの設定を指示するために、ＬＬＣ

情報要素のオプション拡張オクテット６ａ、６ｂ、７ａ、７ｂ、７ｃを図２－３／

ＪＴ－Ｔ９０と表２－１／ＪＴ－Ｔ９０に符号化されているように使用する。  

拡張オクテットの無い場合は全てのパラメータにデフォルト値が使用されることを

意味する。複数の選択可能パラメータは、優先順に複数のＬＬＣ情報要素を繰り返

すことにより表される。（注２）  

－表２－１／ＪＴ－Ｔ９０はＪＴ－Ｔ９０で使用される現状の定義されたプロトコル
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やパラメータに関してのビット定義がなされている。追加のコードポイントは、選

択されるレイヤ２とレイヤ３のプロトコルが定義される時に同様に定義される。提

案されているパラメータ値は付録６に記述されている。  

 

（ｃ） 省略されるフィールド  

－その他全てのフィールド  

 

（注１）オクテット３ａが省略された場合、アウトバンドネゴシエーション不可となる。  

（注２）複数のＬＬＣ情報要素を転送できないネットワークが存在するかも知れない。こ

のことはネットワークが複数ＬＬＣ情報要素の転送をサポートするまでは、複数の

パラメータをネゴシエーションするための能力に制限があることを意味する。  
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  ８    ７    ６    ５    ４    ３    ２    １     

０／１  

拡張  

１  ０  

レイヤ２識別  

１   ０    ０    ０    １  

ユーザ情報レイヤ２プロトコル識別  

（ ISO/IEC7776 DTE-DTE 間動作）  

オクテット６  

 

０／１  

拡張  

モード  

 

０   ０    ０  

予備  

０  ０  

Q.933 使用  

(Q.933 使用無 )  

６ａ  

（注 1）  

１  

拡張  

 

ｋパラメータ値  

 

６ｂ  

（注１）  

 

０／１  

拡張  

１  １  

レイヤ３識別  

 

０   ０    １    １    １  

ユーザ情報レイヤ３プロトコル識別  

（ JS-8208 及び ISO/IEC 8208) 

７  

 

０／１  

拡張  

モード  

 

０   ０    ０    ０    ０  

予備  

７ａ  

（注２）  

０／１  

拡張  

０  ０   ０  

予備  

パケットサイズ  

 

７ｂ  

（注２）  

１  

拡張  

ウインドウサイズ  ７ｃ  

（注２）  

 

（注１）オクテット６ｂが存在するならば、オクテット６ａも存在しなければならない。  

（注２）オクテット７ｂが存在するならば、オクテット７ａも存在しなければならない。  

オクテット７ｃが存在するならば、オクテット７ｂとオクテット７ａも存在しなけ

ればならならい。  

 

図２－３／ＪＴ－Ｔ９０  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

低位レイヤ整合性情報要素の符号化  

 

図２－３／ＪＴ－Ｔ９０で規定していない値（ｋパラメータ、パケットサイズ…ｅｔｃ）

は、表２－１／ＪＴ－Ｔ９０を参照。  
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表２－１／ＪＴ－Ｔ９０  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

低位レイヤ整合性情報要素の符号化  

 

 
動作モード（オクテット６ａ）  
 ビット ７ ６  
     ０  １  基本モード  
     １  ０  拡張モード  
 
     全ての他の値は将来のために確保されている。  
 
Ｑ．９３３使用（オクテット６ａ）  
 ビット ２ １  

０ ０ 勧告Ｑ．９３３で定義されているコーディングを使用しないとき
に使用する。  

 
ｋパラメータ値（オクテット６ｂ）  
 ビット ７－１ バイナリ符号（１－１２７）  
 
動作モード（オクテット７ａ）  
 ビット ７ ６  
     ０  １  ノーマルパケットシーケンス番号  
     １  ０  拡張パケットシーケンス番号  
 
     全ての他の値は将来のために確保されている。  
 
パケットサイズ（オクテット７ｂ）  
 ビット ４ ３ ２ １  
     ０  １  １  １    １２８オクテット  
     １  ０  ０  ０    ２５６オクテット  
     １  ０  ０  １    ５１２オクテット  
     １  ０  １  ０   １０２４オクテット  
     １  ０  １  １   ２０４８オクテット  
 
ウインドウサイズ（オクテット７ｃ）  
 ビット ７－１ バイナリ符号（１－１２７）  

 

  

２．２．４．３ 高位レイヤ整合性（ＨＬＣ）  

 ＨＬＣ情報要素は次のように符号化されるべきである。  

（ａ） 固定値が設定されるフィールド  

 （設定される値を各フィールド記述の後の括弧内に示す。ＪＴ－Ｑ９３１を参照）：  

 －コーディング標準  －オクテット３（ＩＴＵ－Ｔ及びＴＴＣ標準）  

 －解釈法   －オクテット３（その呼で使用される最初の高位レイヤ特性識別）  

 －プロトコルプロファイル表現法  －オクテット３（高位レイヤプロトコルファイル） 
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（ｂ） 可変値が設定されるフィールド：  

－高位レイヤ特性識別－オクテット４（例、グループ４ファクシミリ、  

テレテックス、ビデオテックス）  

 

ＨＬＣチェックの有効性を最大にするために  

（１） 発呼側のテレマティック端末は転送するドキュメントタイプに対応したＨＬＣ要

素を選択すべきである。  

（２） 着呼側端末は受信能力を示すＨＬＣ要素のリストを持ち、これらの任意の一つと

一致するＨＬＣ要素を許容する。  

この方法の例を表２－２／ＪＴ－Ｔ９０に示す。  

 

表２－２／ＪＴ－Ｔ９０  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

各種テレマティック端末のＨＬＣコードの使用  

 

ＨＬＣコード  テレマティック  

サービス  

端末  
発呼端末からの送信  

（注２、３）  

着呼端末による許容  

（注４）  

テレテックス  

 ベーシック  

ベーシックテレテックス  ベーシックテレテックス  

テレテックス  

 ミクストモード  

ベーシックテレテックス  

ミクストモード（注１）  

ベーシックテレテックス  

ミクストモード  

グループ４ファクシミリ  

 クラス１  

グループ４ファクシミリ  グループ４ファクシミリ  

 

グループ４ファクシミリ  

 クラス２  

グループ４ファクシミリ  グループ４ファクシミリ  

ミクストモード  

ベーシックテレテックス  

グループ４ファクシミリ  

 クラス３  

グループ４ファクシミリ  

ミクストモード  

ベーシックテレテックス  

（注１）  

グループ４ファクシミリ  

ミクストモード  

ベーシックテレテックス  

 

(注１） 発呼端末がテレテックスミクストモード、グループ４ファクシミリクラス３のい

ずれかの場合、送信するドキュメントタイプに対応した、ただひとつの要素が送信

されるべきである。  
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(注２） 同一呼内で複数のドキュメントを送信するマルチサービステレマティック端末の

ために、ＨＬＣはその呼での要求される機能を指示するべきである。  

(注３） 発呼端末が着呼端末からのドキュメントを受信するだけの場合（ポーリング）、

ＨＬＣ情報要素は、発呼端末が必要とする機能を指示する。  

(注４） 付録１はファクシミリ装置への呼がＨＬＣ情報要素を伝達できない網から着呼す

る場合に対応するための付加的な情報を提供する。  

 

２．２．５ レイヤ３：Ｂチャネル バーチャル接続制御及び情報転送  

 ＪＳ－８２０８（第２版）及びＩＳＯ ８２０８（１９９０年版）を適用する。  

 （注）１９８４年版ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５を基本としたこのプロトコルは、ＤＴＥ－

ＤＴＥアプリケーションを含むために一部分拡張されている。  

特にＩＳＯ ８２０８の次の節を参照すること。  

  －３．３：ＤＴＥ／ＤＴＥとＤＴＥ／ＤＣＥ動作の違い  

  －３．４：回線交換接続での動作  

  －４．５：ＤＴＥもしくはＤＣＥ特性の決定  

 

ＩＳＯ ８２０８（１９９０年版）とＪＳ－８２０８（第２版）との対応を表２－３／

ＪＴ－Ｔ９０に示す。  

 

表２－３／ＪＴ－Ｔ９０  

ＩＳＯ ８２０８とＪＳ－８２０８ の対応  

 

ＩＳＯ ８２０８（１９９０年版） ＪＳ－８２０８ （第２版）  

３．３  付 録 １  

３．４  対応なし  

４．５  ６．２  

 

さらに、このプロトコルを使用するとき、次の点に注意すべきである。  

（ａ） 発呼ＤＴＥはリスタート要求パケットを送出し、リスタート手順を開始してバー

チャルサーキットを設定すべきである。ＩＳＯ ８２０８の３．４を参照のこと。 
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（ｂ） テレテックスとグループ４ファクシミリにおけるデータパケットのクオリファイ 

ビットは常に“０”に設定されるべきである。またビデオテックスについては“０” 

もしくは“１”にセットされる。  

（ｃ） すべてのパケットの送達確認ビットは“０”に設定されるべきである。  

（ｄ） 通常のＸ．２５リセット手順が適用されるべきである。  

（ｅ）  トランスポートレイヤの各制御ブロックまたはデータブロックは完全データパ

ケットシーケンスで伝送されるべきである。  

（ｆ） 端末はＤＴＥリジェクトパケットを送出してはいけない。  

（ｇ） グループ４ファクシミリとテレテックスの場合、端末は発呼要求／着呼パケット

で特有のプロトコル識別子を用いるべきである。この識別子はコールユーザデータ

フィールドの最初のオクテット (その他のオクテットについては継続検討とする。 )

で以下のとおり示される。  

 

ビット    ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

 

オクテット  ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０  

 

ビデオテックスのためのプロトコル識別子は以下に示すようにするべきである。こ

れは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２９の使用を示している。  

 

      ビット    ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

 

      オクテット  ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  

 

その他の値は継続検討とする。  

（ｈ） ＬＬＣ情報要素の使用によってレイヤ３モジュロのアウトバンドネゴシエーショ

ンが行われるかも知れない。  

（ｉ） レイヤ３モジュロとして選択される値は、レイヤ２モジュロと同一であることが

推奨される。  
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２．２．５．１ レイヤ３：アウトバンドネゴシエーションとインバンドネゴシエーショ

ンのパケットサイズ及びウインドウサイズ  

ＬＬＣ情報要素の使用によってレイヤ３パケットサイズのアウトバンドネゴシエーショ

ンが行われるかも知れない。インバンドのパケットサイズネゴシエーションの規則はＩＳ

Ｏ８２０８の１５．２．２．１．１に示されている。本標準での値は１２８，２５６，５

１２，１０２４，２０４８オクテットに制限される。  

 

 ＬＬＣ情報要素の使用によってレイヤ３ウインドウサイズのアウトバンドネゴシエー

ションが行われるかも知れない。インバンドのウインドウサイズネゴシエーションの規則

はＩＳＯ ８２０８の１５．２．２．１．２に示されている。  

 ＩＳＯ ８２０８とＴＴＣ標準ＪＳ－８２０８（第２版）との対応を表２－４／ＪＴ－

Ｔ９０に示す。  

 

表２－４／ＪＴ－Ｔ９０  

ＩＳＯ ８２０８とＪＳ－８２０８ の対応  

 

ＩＳＯ ８２０８（１９９０年版） ＪＳ－８２０８ （第２版）  

１５．２．２．１．１  ７．９  

１５．２．２．１．２  ７．９  

 

 パケットサイズ及びウインドウサイズのためのフロー制御パラメータのネゴシエーショ

ン機能を実装することは必須である。アウトバンドネゴシエーションが成功した場合には、

フロー制御パラメータのネゴシエーション機能の使用はオプションである。アウトバンド

ネゴシエーションが失敗した場合には、発呼端末はＪＴ－Ｔ９０（第３版）（ＩＴＵ－Ｔ 

Ｔ．９０ １９９８年版）を基にした端末との整合性を保持する及び／もしくは最適な通

信効率の為の推奨された組み合わせパラメータ値を使用する為にフロー制御パラメータの

ネゴシエーション機能を要求するべきである。  

 

 アウトバンドとインバンドとでネゴシエートされた値が矛盾する場合は、後からネゴシ

エートされた値を優先すべきである。  
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 ノーマルパケットシーケンス番号のデフォルト値は、パケットサイズを１２８、ウイン

ドウサイズを２とするべきである（注）。拡張パケットシーケンス番号のためのデフォル

ト値は、パケットサイズを１２８、ウインドウサイズを８０とすべきである。  

（注）特定のテレマティックアプリケーション（特にグループ４ファクシミリにおける）

を最も効率的にするために、ウインドウサイズとパケットサイズのネゴシエーショ

ンメカニズムはウインドウサイズ＝２、パケットサイズ＝１２８以外の他の値を導

入すべきである。推奨されるパラメータ値の組み合わせが付録６に示されている。

分割及び組み立ては要求されない。  

 

３． ＩＳＤＮ Ｂチャネルパケット交換モード（ＤＴＥ－ＤＣＥ通信）（注）  

（注）ＩＳＤＮ Ｄチャネル パケット交換モード（ＤＴＥ－ＤＣＥ通信）は付属資料Ｂ

を参照。  

 

３．１ プロトコル構成  

 パケット交換モード（ＰＳモード）に適用するプロトコル構成は、図３－１／ＪＴ－Ｔ

９０に示す。  

 

ＯＳＩレイヤ アクセス接続制御 バーチャル接続制御及び情報転送 

レイヤ ３ ＪＴ－Ｑ９３１ ＪＴ－Ｘ２５ ＰＬＰ 

レイヤ ２ ＪＴ－Ｑ９２１（ＬＡＰＤ） ＪＴ－Ｘ２５ ＬＡＰＢ 

 
＜Ｄチャネル＞ 

 
＜Ｂチャネル＞ 

レイヤ １ 

ＪＴ－Ｉ４３０／Ｉ４３１（注） 

         （注）２．２．１参照  

 

図３－１／ＪＴ－Ｔ９０ プロトコル構成（ＰＳモード）  

(ＩＴＵ－Ｔ  Ｔ．９０ )  
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３．２　アプリケーション規則

３．２．１　レイヤ１：物理レイヤインタフェース特性

　２．２．１と同様。

３．２．２　レイヤ２：リンクレイヤ手順

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１（ケースＢ）を適用し、プロトコルは以下とする。

－接続制御は、ＤチャネルでＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１を用いる。

－バーチャル接続制御及び情報転送は、ＢチャネルでＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５　ＬＡ

ＰＢを用いる。

３．２．３　レイヤ３：ネットワークレイヤ手順

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１（ケースＢ）を適用し、プロトコル及びアプリケーション規則

は、以下とする。

３．２．３．１　接続制御フェーズ

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１と、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５のパケットレイヤプロトコルを

適用する。

　呼設定フェーズ期間にユーザ・網インタフェースのＳ／Ｔ参照点に伝達される伝達能力

（ＢＣ）情報要素（ＩＥ）のフィールドは、以下に定義された値に設定する。

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１を適用し、全ての符号化はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の該当

する節に従う。

－伝達能力（ＢＣ）情報要素

ＢＣ情報要素は、網で提供するベアラサービスに関する情報を伝達するのに使用され

る。そのＢＣ情報要素は、発呼側で生成されることが必要とされ、着呼側でその整合

性をチェックされるべきである。

３．２．３．１．１　伝達能力（ＢＣ）

（ａ）　固定値が設定される必須のフィールド

（設定される値を各フィールド記述の後ろの括弧内に示す。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９

３１を参照）：
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－コーディング標準   －オクテット３（ＩＴＵ－Ｔ標準及びＴＴＣ標準）  

－情報転送能力    －オクテット３（非制限ディジタル情報（注））  

－転送モード     －オクテット４（パケットモード）  

－ユーザ情報レイヤ２プロトコル  

－オクテット６（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５ リンクレイヤ）  

－ユーザ情報レイヤ３プロトコル  

－オクテット７（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５ パケットレイヤ）  

 

（ｂ） デフォルトの場合に必要としないフィールド（しかし、これらは明確に符号化

されてもよい。）：  

－構 造       －オクテット４ａ  

－通信形態       －オクテット４ａ  

－呼設定法       －オクテット４ａ  

－対称性       －オクテット４ｂ  

 

（ｃ） 省略されるフィールド：  

－他の全てのフィールド  

 

（注）非制限情報転送能力を使用するか制限情報転送能力を使用するかの選択は、本標準

の範囲外である。  

 

 低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）は、ＰＳモードにおいては使用されない。ＩＳＤ

Ｎパケット交換サービスの将来の発展におけるＬＬＣの使用は、継続検討とする。  

 高位レイヤ整合性情報要素（ＨＬＣ）は、ＰＳモードにおいては使用されない。ＩＳＤ

Ｎパケット交換サービスの将来の発展におけるＨＬＣの使用は、継続検討とする。  

 

３．２．３．２ バーチャル接続制御及び情報転送フェーズ  

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤプロトコルを適用する。本標準の２．２．５に

明記されたアプリケーション規則の項目（ｂ）及び、（ｄ）から（ｇ）を適用する。  
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４． ＯＳＩネットワークサービスの提供  

４．１ ＯＳＩ－ＮＳを考慮することの理論的根拠  

 ＩＳＤＮ環境下、及びＩＴＵ－Ｔにおいて認められているプロトコルを基本としたベア

ラサービスとテレサービスの発展とその実現化に向けて、通信アーキテクチャのネット

ワークレイヤに関する限り、ＯＳＩ－ＮＳを使用することを目指す。このような状況の下

で完全なサービスを基本とするために、ネットワークレイヤプロトコル（注１、注２）に

関するアプリケーション規則は、正確に規定されていることが必要である。  

（注１）ＩＳＤＮ回線交換モードにおいて、ＯＳＩ－ＮＳの機能はＢチャネル上のＸ．

２５パケットレイヤプロトコルによって専ら提供され、それはＩＳＤＮ呼が接続

された時に適用可能となる。  

その他の手段によるＯＳＩ－ＮＳの提供は継続検討とする。  

（注２）ビデオテックスにおいて、完全なＯＳＩ－ＮＳの提供は継続検討とする。  

 

４．２ ＩＴＵ－Ｔ勧告とＩＳＯ標準  

 以下のＩＴＵ－Ｔ勧告とＩＳＯ標準はＯＳＩ－ＮＳを提供するために使用される。  

 －ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１３  

 －ＪＳ－８２０８、及びＩＳＯ／ＩＥＣ ８２０８  

 －ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８７８ 及びＩＳＯ／ＩＥＣ ９５７４  

 Ｄチャネル（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１）又はＯＳＩ－ＮＳを具備するような将来のパ

ケット指向情報転送モード（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１２２参照）の為に規定されるプロトコ

ルの使用は、継続検討とする。  

 

４．３ ＯＳＩ－ＮＳに対する要求条件  

 ＯＳＩ－ＮＳを考慮したテレマティック端末の開発コストとのバランスを取るために、

要求条件は必要最小限のものに限る必要がある。  

 これは、着呼があった場合にそれが回線交換（ＣＳ）であってもパケット交換（ＰＳ）

であってもＯＳＩ－ＮＳの中の必須機能だけを提供できるように、レイヤ３プロトコルを

終端できる機能を持つ事により達成される。  

 発呼を行う場合には発呼端末は、関連するファシリティが提供されている範囲において、

ＯＳＩ通信を起動することができる。  
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４．３．１ ＯＳＩ－ＮＳに対する最小限の要求条件  

 表４－１／ＪＴ－Ｔ９０は、ＯＳＩ－ＮＳを提供するために必要最小限の提案されてい

るＸ．２５ ＰＬＰオプショナルユーザファシリティの一覧を示している。  

 

表４－１／ＪＴ－Ｔ９０  

(ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０ )  

Ｘ．２５ＰＬＰオプショナルユーザファシリティ  

 

オプショナルユーザファシリティ（注４） 
着呼時に提供 
（注１） 

発呼時に提供 

 
  （注２） 

   
   （注３） 

 
13.13 

 
13.16 

 
13.27 

 
14.1 

 
14.2 

 
14.3 

 
 

14.4 
 
 

14.7 

 
7.10 

 
7.11 

 
── 

 
8.1 

 
8.2 

 
8.3 

 
 

── 
 
 

8.4 

 
 スループットクラスネゴシエーション 
 
 ファーストセレクト 
 
 伝送遅延選択／表示（ＴＤＳＡＩ） 
 
 発呼アドレス拡張 
 
 着呼アドレス拡張 
 
 最小スループットクラス 
 ネゴシエーション 
 
 エンドツーエンド伝送遅延 
 ネゴシエーション（ＥＥＴＤＮ） 
 
 優先データネゴシエーション 

 
   Ｙｅｓ 
 
   Ｙｅｓ 
 
   Ｙｅｓ 
 
   Ｙｅｓ 
 
   Ｙｅｓ 
 
   Ｙｅｓ 
 
 
   Ｙｅｓ 
 
 
   Ｙｅｓ 

 
 オプショナル 
 
 オプショナル 
 
 オプショナル 
 
 オプショナル 
 
 オプショナル 
 
 オプショナル 
 
 
 オプショナル 
 
 
 オプショナル 

 

（注１）少なくともＯＳＩ－ＮＳの最小限の機能（４．３．２に説明）を満たすこと。  

（注２）ＩＳＯ／ＩＥＣ ８２０８（左欄）、及びＪＳ－８２０８（右欄）の関連する節

を参照のこと。  

（注３）テレマティック通信としてオプショナルに起動することができる。  

これらはＯＳＩ端末との間で通信が起動されたときサポートされるべきである。  

（注４）回線交換モードに於いては、Ｄビットは常時０にセットされているため受信確認

選択の要求はこの場合には満足している。  
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４．３．２　ＯＳＩ－ＮＳを使用したシステムからの着呼時の最小限の機能

　以下の記述は、ＯＳＩ－ＮＳを使用したシステムからの着呼時に最小限の機能を満たす

ために取り得るべき方法を示している。

　（ＩＳＯ／ＩＥＣ　８８７８、ＪＳ－８２０８、及びＩＳＯ／ＩＥＣ　８２０８を参照

（注１））

（１）スループットクラスネゴシエーション：着呼／発呼パケットに対する応答の際に、

着呼受付パケットの中でスループットクラスファシリティ要求を行う必要はない。

着呼受付パケットにおいてスループットクラスファシリティ要求がない場合には、

その呼で適用されるスループットクラスは着呼／発呼パケットで示されたスルー

プットクラスと同じになる。

（２）ファーストセレクト：ファーストセレクトは、完全なＯＳＩ－ＮＳに対して提供さ

れるべきである（最大１２８オクテットのＮＳユーザデータが適用可能）。

コールユーザデータフィールドの最初のオクテット値が“０１”または“０２”以

外の発呼パケットを受信するとエラー（接続拒否－理由　未規定（状態不変））と

みなすであろう。“０２”の発呼パケットの受信は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０（レ

イヤ４のみ）に従いテレテックスサービスまたはグループ４ファクシミリが動作す

ることを示している。“０１”の場合はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２９に従いビデオテッ

クスが動作することを示している。

（３）伝送遅延選択／表示（ＴＤＳＡＩ）：本ファシリティは、受信した際には許容され

るべきである。しかしながら、ＥＥＴＤＮファシリティの“累積伝送遅延サブフィー

ルド”において符号化される応答が、“不明”（即ちＦＦｈ）を示していたならば

ＴＤＳＡＩフィールドの値は無視することができる。

（４）発呼、着呼アドレス拡張：ＯＳＩ　ＮＳＡＰアドレスの使用はオプションである。

発呼、着呼端末は、ＯＳＩ　ＮＳＡＰアドレスを設定するか、アドレス拡張ファシ

リティの長さフ ィ ー ル ドに０を設定すべきである。ＯＳＩ　ＮＳＡＰアドレスが設

定されていない理由で着呼を切断すべきではない。

　ＯＳＩ　ＮＳＡＰアドレスを受信した場合、端末は、それを検査しそしてＩＳＯ

／ＩＥＣ　８８７８及びＩＳＯ／ＩＥＣ　９５７４に規定される様に処理すべきで

ある。



 

ＪＴ－Ｔ９０ － 26 －  

（５）最小スループットクラスネゴシエーション：着呼パケット中のスループットクラス

ファシリティ要求に対して、端末が着呼受付パケット中でスループットクラスファ

シリティ要求を行わなければ、最小スループットクラスネゴシエーションファシリ

ティは無視されることになる。  

（６）エンドツーエンド伝送遅延ネゴシエーション（ＥＥＴＤＮ）：応答する際にファシ

リティフィールドで値“不明”（即ちＦＦｈ）を返すことができる。  

（７）優先データネゴシエーション：本ファシリティは、優先データを使用しないことを

交渉するために使用する（着呼受付パケット中で使用されるべきである。）  

（注１） 本節の記述においては、ＩＳＯ／ＩＥＣ ８２０８の関連する節を参照して

いる。Ｘ２５オプショナルユーザファシリティに関して、ＩＳＯ／ＩＥＣ ８

２０８の関連する節とＪＳ－８２０８の関連する節の対応は表４－１に示さ

れる。  
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５． 付加的なＸ．２５オプショナルユーザファシリティ  

 ＯＳＩ－ＮＳに従うためにテレマティック端末によってサポートされるべき４章で述べ

たファシリティに加えて、付加的ファシリティまたは機能は以下のようにサポートされな

ければならない。  

－ＯＳＩ－ＮＳの提供のためのＸ．２５ ＰＬＰの利用（このプロトコルはレイヤ３多

重化とフロー制御を認めている。）  

－各種のＸ．２５に起因したユーザファシリティの提供  

－ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２で定義されているように、いくつかのネットワーク（すなわち、

付加的ファシリティ）又は全てのネットワーク（すなわち、必須のファシリティ）に

おける各種サービス指向のユーザファシリティの提供。  

 

 回線交換の場合は、付加的なサービス指向のユーザファシリティの提供は必要ない。回

線交換の場合は、Ｘ．２５に起因したユーザファシリティは使用されてもよい。  

（ＩＳＯ ８２０８、ＪＳ－８２０８を参照）（注２）  

 

５．１ 付加的な機能のカテゴリ（注１）  

－Ｘ．２５に起因したユーザファシリティ  

１３．１２  オンラインファシリティ登録  

１３．１２ フロー制御パラメータネゴシエーション  

－サービス指向のユーザファシリティ（ネットワーク提供）  

１３．１４ 閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）選択  

１３．１４ 出接続可ＣＵＧ選択  

１３．１８ 着信課金  

１３．２１ 網ユーザ識別  

１３．２２ 課金情報  

１３．２３ ＲＰＯＡ選択  

１３．２５ 呼の転送通知  

１３．２６ 着信回線アドレス変更通知  

（注１）Ｄビット修飾はサポートされない。  
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（注２）本節の記述においては、ＩＳＯ ８２０８の関連する節を参照している。  

Ｘ．２５に起因したユーザファシリティに関して、ＩＳＯ ８２０８の関

連する節とＪＳ－８２０８の関連する節の対応は表４－２／ＪＴ－Ｔ９０

の通りであるが、サービス指向のユーザファシリティに関してはＩＳＯ 

８２０８に対応するＪＳ－８２０８の関連する節はない。  

 

表４－２／ＪＴ－Ｔ９０  

ＩＳＯ ８２０８とＪＳ－８２０８の対応 

 

  ＩＳＯ ８２０８   ＪＳ－８２０８ 

    １３．１     ７．１ 

    １３．２     ７．１１ 

 

 

５．２ 機 能  

５．２．１ Ｘ．２５に起因したユーザファシリティ  

（１） オンラインファシリティ登録  

 このファシリティの使用は論理チャネルの範囲の修正に限定されなければならない｡  

デフォルト値では、テレマティック端末は単一の双方向論理チャネルをサポートする（す

なわち、ＬＴＣ＝ＨＴＣ＝１，ＬＩＣ＝ＨＩＣ＝０，ＬＯＣ＝ＨＯＣ＝０）。  

（２） フロー制御パラメータネゴシエーション  

 この機能のサポートは必須である。  

パケットサイズとウィンドウサイズパラメータのネゴシエーションをしてもよい（注）。  

 着呼パケットでパラメータネゴシエーションが指示された時、それらは着呼受付パ

ケットで適切に応答すべきである。  

（注）ＴＰＤＵは分割を避けるためただ１つのパケット／フレームに含まれるべきであ

る（例えばもしＴＰＤＵが２０４８オクテットならパケット／フレームは２０４８

オクテット以上でなくてはならない）。  

 

５．２．２ サービス指向のユーザファシリティ（ネットワーク提供）  

（１） 閉域ユーザグループ（ＣＵＧ）選択（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２で必須）と出接続可

ＣＵＧ選択（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２で付加的）（１３．１４）  
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 これらのファシリティはテレマティック端末によってオプションとして要求されても

よい（すなわち、発呼のみ）。着呼パケット内のＣＵＧ情報は無視されるであろう。  

（２） 着信課金（１３．１８）  

 このファシリティはいくつかのネットワークでサポートされ、呼ごとに用いられるで

あろう。発呼での着信課金要求の可能性はテレマティック端末ではオプションであるが、

テレマティック端末が着呼側の場合、着呼に対して適切に処理し応答できなければなら

ない。  

（デフォルトとしては、呼は拒否されるべきである）。  

（３） 網ユーザ識別（１３．２１）  

 このファシリティは呼ごとにネットワークにより提供され、合意された期間において

あらかじめ取り決められた加入契約に従う。  

（４） 課金情報（１３．２２）  

 このファシリティはいくつかのネットワークで呼ごとに提供され、合意された期間に

おいて、あらかじめ取り決められた加入契約に従う。この情報は通常に取り扱われるか

または処理されてもよい。  

 最小限の要求条件としては、それは無視されてもよい。  

（５） ＲＰＯＡ選択（１３．２３）  

 このファシリティはいくつかのネットワークで呼ごとに提供され、合意された期間に

おいて、あらかじめ取り決められた加入契約に従う。  

 最小限の要求条件としては、それは無視されてもよい。  

（６） 呼の転送通知（１３．２５）  

 このファシリティは、特別なユーザの要求がなくともいくつかのネットワークで呼ご

とに提供される。この情報は通常に処理されてもよい。  

 最小限の要求条件としては、それは無視されてもよい。  

（７） 着信回線アドレス変更通知（１３．２６）  

 このファシリティは、特別なユーザの要求が無くともいくつかのネットワークで呼ご

とに提供される。この情報は通常に処理されてもよい。  

 最小限の要求条件としては、それは無視されてもよい。  
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６．ＤチャネルとＢチャネル間の相互作用

　ＩＳＤＮでは、ＤチャネルとＢチャネル間の通信は互いに同期していない。従ってこれ

らのチャネルを使っての情報交換は独立して同時に実行することができる。このため、お

互いに明確な関係を持ったＤチャネルとＢチャネルのメッセージが異なった順序で受け取

られるかも知れない。

　すべてのテレマティック装置でプロトコルの規則的な動作を成し遂げるためには、タイ

ミング関係を維持する付加的な手順を持つことが必要である。

　このモデル、アーキテクチャ及びこの付加的な手順のプリミティブは継続検討とする。

ひとつの可能性のあるアプローチを付録４に示す。

７．付加サービス

　サービスの適用と説明はＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｆ．１８４、　Ｆ．２００、　Ｆ．３００、

Ｉ．２４０シリーズ及びＩ．２５０シリーズ参照。（付加サービスの種類による）

　もしＩＳＤＮがＩＳＤＮテレマティック端末への応答メッセージの中に日付／時間の情

報を提供するなら、この情報は他のローカルな適用可能な情報よりも優先する（少なくと

も呼識別行に適用する）。

８．端末応答時間

　継続検討。

９．同　期

　応答メッセージを端末で受信するとすぐにデータのやりとりのためにＢチャネルが確立

することがＩＳＤＮでは保証されている。

　しかしながら伝送遅延のために２つの応答（ＣＯＮＮＥＣＴ／ＣＯＮＮＥＣＴＡＣＫ）

メッセージが同時にそれぞれの端末に到達しないかも知れない。

　従って下記の手順を使用すべきである。

　発呼側、着呼側が従うシーケンス（注３）：

（１）　発呼側と着呼側はＢチャネルの設定が通知されるまでビット“１”を送出する。

（２）　着呼側は受信回路が起動すると網に応答メッセージを送る。発呼側は網から応答

メッセージを受け取ると受信回路を起動する。
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（３） 発呼側と着呼側は相手側にフラグを送出する。（注１）  

（４） 発呼側と着呼側は通信を開始する。すなわち、発呼側はＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥコ

マンドを着呼側へ送り（注２）、ＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥコマンドが発呼側から到着

すると、着呼側は発呼側へＵＡレスポンスを返す。  

 （注１） もし可能ならば、信頼性の高い同期のために以下のシーケンスが使われるだ

ろう。  

（ａ） 発呼側は、着呼側からの最初のフラグが到達するまでは、２つの隣接した「０」

が「１」の各配列の間に存在するように、少なくとも６４個の連続したフラグを送

信する。また、着呼側は、発呼側からのＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥコマンドが到達する

まで同種の少なくとも６４個の連続したフラグを送出する。  

（ｂ） 発呼側と着呼側は相手側からの最初のフラグが到達したときに、相手側が動作状

態に入ったと認識する。  

 （注２） ＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥ送出前のフラグの検知は、より信頼性の高い同期を確

立することになる。  

 （注３） 既存のテレマティック端末に接続されるターミナルアダプタもこの手順をサ

ポートすべきである。  

 

 発呼側と着呼側の動作を記述したシーケンス図を図９－１／ＪＴ－Ｔ９０に示す。  
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（注２） CONNECT ACKNOWLEDGE メッセージの提供はオプションである。 

図９－１／ＪＴ－Ｔ９０ レイヤ２の同期シーケンス  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０） 

網  発呼側  着呼側  

Sequence of "1"bi ts 

Sequence of "1"bi ts 

SABME 

UA 

I(SETUP) 

I(CALL PROCEEDING) 

UI(SETUP) 

SABME 

UA 

I(ALERTING) 

I(CONNECT) 

I(ALERTING) 

I(CONNECT) 

I(CONNECT ACKNOWLEDGE) I(CONNECT ACKNOWLEDGE) 
呼設定  呼設定  

（注２）  

SEQUENCE OF FLAGS 

SEQUENCE OF FLAGS 

通信準備

完了  
通信準備

完了  

SABM/SABME 

UA 

I 

（注１）  

D チャネル信号  

B チャネル信号  
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１０．高位レイヤプロトコル  

１０．１ グループ４ファクシミリ  

 ミクスト動作モードを含む、ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｆ．１８４（注１）、ＴＴＣ標準 ＪＴ

－Ｔ５６３、ＪＴ－Ｔ５６１を参照。  

 

１０．２ テレテックス  

 ミクスト動作モードを含む、ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｆ．２００（注１）、Ｔ．６０、ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｔ５６１を参照。  

 

（注１）  

 トランスポートプロトコルデータユニット（ＴＰＤＵ）のブロック長に関しては、原則

としてＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０の５．３．２節が適用されるが、ネゴシエーションメカニ

ズムは必須であるという規定が追加される。（例えば、衛星リンク経由でのより効率的な

通信のために）  

 

１０．３ ビデオテックス  

 ビデオテックスサービスの要求条件はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｆ．３００に記述されている。ビ

デオテックス符号化情報は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．１０１に定義されているデータシンタッ

クスに従う。ＩＳＤＮのビデオテックスで使われている高位レイヤプロトコルはＩＴＵ－

Ｔ勧告草案Ｔ．１０５（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２９に基づく）に定義されている。付加的な

通信要求条件はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．１０２及びＴ．１０３に定義されている。しかし、現

状のシステムの端末特性やサービス／アプリケーション機能は提供者依存である。  
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付属資料Ａ  

              （ＪＴ－Ｔ９０に対する）  

           接続確立、接続解放及び情報転送の手順  

 

 下記の手順は、テレマティックサービスのために端末に要求されるものではなく、参考

のためだけである。  

Ａ．１ ＩＳＤＮ回線交換モード  

（ａ） Ｄチャネル接続制御フェーズ  

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｔ９０ Ｄチャネル接続制御フェーズ  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

 

 この例は 通信形態がポイントツーポイントで、レイヤ２リンクが確立していない場合

の手順を示す。この状況では、いくつかの信号を省略することができる。  

     発呼 DTE       網             網            着呼 DTE 
 

 
 
 
 
 
 
        

SABME 
         

UA 
 

SETUP 
 
    ALERTING 
 
      CONNECT 

 

 CONNECT ACKNOWLEDGE 

       SABME 
 
        UA 
 
      SETUP 
 
 CALL PROCEEDING 
 
 
 
 
 
 
 
     ALERTING 
 
     CONNECT 

 

 CONNECT ACKNOWLEDGE 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｄチャネルを 
 
用いた呼設定 

  

 

 
                （データ転送フェーズ） 
     
 
Ｄチャネルを 
 
用いた呼解放 

 
    DISCONNECT 
 
    RELEASE 
 
 RELEASE COMPLETE 

  
 
 
    DISCONNECT 
 
    RELEASE 
 
 RELEASE COMPLETE 
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 ＳＡＢＭＥ，ＵＡはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１（レイヤ２）で規定される。  

その他すべての信号はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１（レイヤ３）で規定される。
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（ｂ） Ｂチャネルバーチャル接続制御と情報転送フェーズ 

 
      発呼 DTE        網              網             着呼 DTE 
 

 
     SABM/SABME 
 
 
        UA 

 

 I(X.25 RESTART REQUEST) 
  

 I(X.25 RESTART CONFIRMATION) 
  

 I(X.25 CALL REQUEST) 
  

 I(X.25 CALL CONNECTED) 
 
 
 I(X.25 DATA) 

  

 I(X.25 DATA) 

 

 I(X.25 CLEAR REQUEST) 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Ｂチャネルを 
 
 用いたデータ 
 
 転 送 

 

 I(X.25 CLEAR CONFIRMATION) 

 

  
 
        DISC 
 
 
     UA 

  

 

（注）ＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥ，ＤＩＳＣ，ＵＡはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７５（レイヤ２）   

で規定される。  

その他全ての信号はＪＴ－Ｘ２５ ＰＬＰ（レイヤ３）で規定される。  

 

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｔ９０ Ｂチャネルバーチャル接続制御と情報転送フェーズ  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

 

Ａ．２ ＩＳＤＮ Ｂチャネルパケット交換モード  

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１に記述されている関連信号手順参照。
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付属資料 Ｂ 

（ＪＴ－Ｔ９０に対する）  

ＩＳＤＮ Ｄチャネル パケット交換モード（ＤＴＥ－ＤＣＥ通信）  

Ｂ．１ プロトコル構成  

 パケット交換モード（ＰＳモード）に適用するプロトコル構成を図 Ｂ－１／ＪＴ－Ｔ

９０に示す。  

 

ＯＳＩレイヤ アクセス接続制御 バーチャル接続制御及び情報転送 

レイヤ ３ ＪＴ－Ｑ９３１ ＪＴ－Ｘ２５ ＰＬＰ 

レイヤ ２ ＪＴ－Ｑ９２１（ＬＡＰＤ） 

 
＜Ｄチャネル＞ 

レイヤ １ 

ＪＴ－Ｉ４３０／Ｉ４３１（注） 

（注） ２．２．１参照  

 

             図  Ｂ－１／ＪＴ－Ｔ９０  

             （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

 

Ｂ．２ アプリケーション規則  

Ｂ．２．１ レイヤ １：物理レイヤインタフェース特性  

２．２．１と同様  

 

Ｂ．２．２ レイヤ ２：リンクレイヤ手順  

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１（ケース Ｂ）を適用し、プロトコルは以下とする。  

－接続制御は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１のＳＡＰＩ ０ を用いる。  

－バーチャル接続制御及び情報転送は，ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１のＳＡＰＩ １６を

用いる。  

Ｂ．２．３ レイヤ ３：ネットワークレイヤ手順  

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１（ケースＢ）を適用し、プロトコル及びアプリケーション規則
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は以下とする。  

 

Ｂ．２．３．１ 接続制御フェーズ  

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１及びＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５のパケットレイヤプロトコルを

適用する。  

 呼設定フェーズ期間にユーザ・網インタフェースのＳ／Ｔ参照点に伝達される伝達能力

（ＢＣ）情報要素（ＩＥ）のフィールドは、以下に定義された値に設定する。  

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１を適用し、全ての符号化は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の該

当する節に従う。  

 

Ｂ．２．３．１．１ 伝達能力（ＢＣ）  

（ａ）チャネル識別情報要素が、チャネル識別＝チャネル無し、チャネル変更指定＝変更

不可、及びＤチャネル識別＝Ｄチャネル指定の時、必須フィールドは以下のように

符号化される。（設定される値を各フィールド記述の後ろの括弧内に示す。ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｑ９３１参照）： 

－コーディング標準 オクテット３（ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準符号化）  

－情報転送能力   オクテット３（非制限ディジタル情報）  

－転送モード    オクテット４（パケットモード）  

－ユーザ情報レイヤ２プロトコル オクテット６（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１）  

－ユーザ情報レイヤ３プロトコル オクテット７  

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５、パケットレイヤ）  

 

（ｂ）上記以外の場合、必須フィールドは以下のように符号化される。（設定される値を各フィールド記述

の後ろの括弧内に示す。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１参照）： 

－コーディング標準 オクテット３（ＩＴＵ－Ｔ勧告及びＴＴＣ標準符号化）  

－情報転送能力   オクテット３（非制限ディジタル情報）  

－転送モード    オクテット４（パケットモード）  

－ユーザ情報レイヤ２プロトコル オクテット６  

                （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５、リンクレイヤ）  

－ユーザ情報レイヤ３プロトコル オクテット７  
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         （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５、パケットレイヤ）  

（ｃ）デフォルトの場合に必要としないが明確に符号化されてもよいフィールド： 

－構造   オクテット４ａ  

－通信形態 オクテット４ａ  

－呼設定法 オクテット４ａ  

－対称性  オクテット４ｂ  

 

（ｄ）省略されるフィールド： 

－他の全てのフィールド  

 

低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）は、ＰＳモードにおいては使用されない。ＩＳＤ

Ｎパケット交換サービスの将来の発展におけるＬＬＣの使用は、継続検討とする。  

高位レイヤ整合性情報要素（ＨＬＣ）は、ＰＳモードにおいては使用されない。ＩＳＤ

Ｎパケット交換サービスの将来の発展におけるＨＬＣの使用は、継続検討とする。  

 

Ｂ．２．３．２ バーチャル接続制御及び情報転送フェーズ  

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤプロトコルを適用する。  

 本標準の２．２．５節に明記されたアプリケーション規則の項目（ｂ）及び、（ｄ）か

ら（ｇ）を適用する。  
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              付属資料 Ｃ  

           （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ９０に対する）  

 テレマティック端末に対するレイヤ２パラメータのＢチャネルネゴシエーション手順  

Ｃ．１ はじめに  

 この付属資料は、レイヤ２パラメータのモジュロとｋパラメータのネゴシエーションの

ためのＸＩＤ手順の概要である。この付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２０／Ｑ９２１

（ＬＡＰＤ）で実現されているＩＳＯ標準のハイレベルデータリンクコントロール手順（Ｈ

ＤＬＣ）の要素を使用している。  

これらの要素の一つが、データリンク情報を交換するための交換種別（ＸＩＤ）フレー

ムである。交換されるべきデータリンク情報は、ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８８５（注１）とこ

の付属資料で記述されたＸＩＤフレームの情報フィールドで運ばれる。ＸＩＤフレームの

詳細はＣ．２節およびＣ．３節以降で述べる。  

 

この付属資料で記述された手順は、ＬＬＣ手順が発呼および／または着呼テレマティッ

ク端末が接続されたＩＳＤＮによって提供さない時、レイヤ２パラメータ（すなわら、モ

ジュロとｋパラメータ）のネゴシエーションのために使用することができる。さらに、こ

れらの手順は、発呼および／または着呼端末がＬＬＣ手順をサポートしない時、使用する

ことができる。これらの手順は、また中継のネットワークが（存在する場合）ＬＬＣ手順

を提供しない場合にも使用することができる。  

 

（注１）ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８８５、情報処理システム － データ通信 － ハイレベ

ルデータリンクコントロール手順 －  汎用目的ＸＩＤフレーム情報フィールド

コンテント及びフォーマット、１９８７。  

（注２）このＴＴＣ標準は、ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８８５に議論されている他の要素の使用

を妨げるものではない。  

 

Ｃ．２ 概要  

ＸＩＤフレームは発呼及び着呼テレマティック端末間のデータリンク情報の交換に使用

することができる。データリンク情報は、識別、認証および／または各々の端末に関係す

るパラメータ値の様なオプション機能の選択等の、任意のおよび全ての基本特性を含んで
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いる。  

 ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８８５は、ＸＩＤフレームが“汎用目的”フォーマット識別子に従っ

て符号化される時、ＸＩＤフレームの情報フィールドのコンテントを記述している。  

 

Ｃ．２．１ ＸＩＤコマンド／レスポンスフレーム  

 図Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ９０は、ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８８５で標準化されたＸＩＤフレーム

を示す。ＸＩＤフレームは、以下に示す制御フィールドの特定の符号化によって識別され

る。  

 
 

 Ｆ  Ａ  Ｃ  ＸＩＤ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ ＦＩＥＬＤ  ＦＣＳ  Ｆ 
 

 
 
 

 １１１１Ｐ／Ｆ１０１ 
 

 
 
      凡例 
         Ｆ  ：フラグ 
         Ａ  ：アドレスフィールド 
         Ｃ  ：制御フィールド 
         ＦＣＳ：フレームチェックシーケンス 
         Ｐ／Ｆ：ポールまたはファイナルビット 
 

図Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ９０ ＸＩＤコマンド／レスポンスフレーム  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

 

Ｃ．２．２ ＸＩＤフレーム情報フィールド構造  

 ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８８５で標準化されたＸＩＤフレームの情報フィールドの一般構造

は、図Ｃ－２／ＪＴ－Ｔ９０に示される。情報フィールドはいくつかのサブフィールドで

構成される。これらのサブフィールドは、フォーマット識別子サブフィールド、ゼロまた  

はいくつかのデータリンクレイヤサブフィールド、および、あるいはユーザデータサブ

フィールドである。 
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    ←  ＸＩＤフレーム → 
               ←  ＸＩＤ情報フィールド → 

 
 
 ﾌﾗｸﾞ  ｱﾄﾞﾚｽ  制御 

 (1111P/F101) 
 ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 識別子 
 ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ 

 ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸ 
 ﾚｲﾔ 
 ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ 

 
 ・・・ 

 ﾕｰｻﾞ 
 ﾃﾞｰﾀ 
 ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ 

 
 ＦＣＳ 

 
 ﾌﾗｸﾞ 

 

 
        ← データリンクレイヤサブフィールド → 

 
 

  グループ 
  識別子 
  （ＧＩ） 

 グループ 
 長 
 （ＧＬ） 

  パラメータ 
  フィールド 

 

 
     ←  パラメータフィールド → 

 

 パラメータ識別子  パラメータ長 
   

 パラメータ値 
 

 
  （ＰＩ）   （ＰＬ）  （ＰＶ） 

 
・  ・ ・ 
 

 
 ＰＩ 

 
 ＰＬ 

 
 ＰＶ 

 

 
                    ←  ユーザデータサブフィールド → 

 
 凡例 ＦＣＳ：ﾌﾚｰﾑﾁｪｯｸｼｰｹﾝｽ  
    Ｐ／Ｆ：ﾎﾟｰﾙ  または  ﾌｧｲﾅﾙﾋﾞｯﾄ   ユーザデータ 

 
   識別子 

   ユーザデータ 
 
   フィールド 

 

 

図Ｃ－２／ＪＴ－Ｔ９０ ＸＩＤフレームと種々のサブフィールド  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

 

Ｃ．２．２．１ フォーマット識別子サブフィールド  

 フォーマット識別子（ＦＩ）サブフィールドは、１オクテット長かつＸＩＤフレームの

情報フィールドの第一オクテットである。一般に、ＦＩはＩＳＯによって標準化された１

２８の異なるフォーマット、および、ユーザによって定義された１２８の異なるフォーマッ

トで指定することができるように符号化される。各々のＩＳＯ標準化フォーマットは、異

なるＦＩ値で関連づけられ、かつ、ＩＳＯ／ＩＥＣ ４３３５（注）で識別されるために

ある。２つのフォーマットが、この時点で定義されている。“汎用目的”ＦＩはＩＳＯ／

ＩＥＣ ８８８５で論じられている唯一のＦＩである。  

（注）ＩＳＯ／ＩＥＣ ４３３５、情報処理システム － データ通信 － 手順のハイ  

   レベルデータリンクコントロール要素、１９８７。  

 

Ｃ．２．２．２ データリンクレイヤサブフィールド  

 データリンクレイヤサブフィールドは、動作パラメータのような種々のデータリンクレ
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イヤ特性を規定するために使用される。図Ｃ－２／ＪＴ－Ｔ９０において、データリンク

レイヤサブフィールドは、１オクテット長のグループ識別子（ＧＩ）、２オクテット長の

グループ長（ＧＬ）、および、（ＧＬによって与えられる長さの）パラメータフィールド

から構成される。パラメータフィールドは、同様にパラメータ識別子、パラメータ長、お

よび、パラメータ値の１つまたは複数のセットに分解される。（しかしながら、パラメー

タ長は１オクテットのみである）。  

（注）ゼロ値のグループ長は関連するパラメータフィールドがないことを示しており、関

連したグループ識別子により規定されるサブフィールドの全てのパラメータが、そ

れらのデフォルト値と仮定する。  

 

 現在、“汎用目的”ＦＩで使用されるデータリンクレイヤサブフィールドのために標準

化された３つのＧＩがある。これらはパラメータネゴシエーション、アドレス決定、およ

びマルチリンクパラメータネゴシエーションのためである。この標準の目的のため、パラ

メータネゴシエーションに関連したデータリンクレイヤサブフィールドが使用されるべき

である。  

 

Ｃ．２．２．３ ユーザデータサブフィールド  

 ユーザデータ識別子である第４のＧＩは、“汎用目的”ＦＩと共に使用されるユーザデー

タサブフィールドを規定するために定義される。ユーザデータサブフィールドは、ＸＩＤ

フレーム交換において転送されるデータリンクユーザ情報を含んでいる。このデータリン

クユーザ情報は、データリンクを透過的に転送し、かつ、データリンクのユーザに伝達さ

れる。このサブフィールドは、図Ｃ－２／ＪＴ－Ｔ９０に示すようにすべてのデータリン

クレイヤサブフィールドの後に続く。ＦＣＳフィールドに隣り合い引き続く情報（すなわ

ち、ユーザデータフィールド）は、ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８８５で制約されない。  

 

（注）このＴＴＣ標準はユーザデータサブフィールドを使用していない。  

 

Ｃ．３ シングルフレーム交換ネゴシエーション手順  

 ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８８５で論じられているシングルフレーム交換手順は、モジュロと

ｋパラメータをネゴシエーションするために使用されるべきである。  
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 データリンクレイヤの設定に先立って、発呼端末は、提供可能なパラメータのプロファ

イルを示す情報フィールドを持ち、ポール（Ｐ）ビットを“１”にセットしたＸＩＤコマ

ンドフレームを送出し、かつ、システムで定義されたタイマをスタートする。それから着

呼端末は、そのプロファイルからのパラメータ選択を指示している情報フィールドを有す

るＰビットを“１”にセットしたコマンドフレームの受信を確認するため、ファイナル（Ｆ）

ビットを“１”にセットしたＸＩＤレスポンスフレームを送信する。これらの手順は、Ｉ

ＳＯ／ＩＥＣ ４３３５に従うべきである。  

 

（注）このシステムで定義されたタイマはＴ１と同じである。  
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Ｃ．４ モジュロ／ｋパラメータネゴシエーションのためのＸＩＤ情報フィールド符号化    

規則  

 発着呼端末におけるパラメータ値や付加手順のネゴシエーション／インディケーション

に使用される符号化規則は、以下に示す通りである。  

 発呼端末側は、モジュロと送信ｋパラメータと受信ｋパラメータを示す。また着呼端末

側は同様にモジュロと受信ｋパラメータを示す。  

 情報フィールド符号化規則を付図Ｃ－３／ＪＴ－Ｔ９０に示す。認識されないフィール

ドは無視される。 

 

         ｂｉｔ 
 

Octet ８  ７  ６  ５ ４  ３  ２  １ 
 

 １  ０  ０  ０  ０  ０  １  ０ 

 １  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０ 

ﾌｫｰﾏｯﾄ識別子(FI)＝汎用目的 XID情報ﾌｨｰﾙﾄﾞ識別子 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ識別子(GI)＝ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ識別子 

 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  
 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長(GL)＝ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ長(ｵｸﾃｯﾄ単位)  
       (11ｵｸﾃｯﾄにｾｯﾄする)   ０  ０  ０  ０  １  ０  １  １ 

 ０  ０  ０  ０  ０  ０  １  １ 

 ０  ０  ０  ０  ０  ０  １  １ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子(PI)＝HDLC付加機能識別子 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ長(PL)＝3ｵｸﾃｯﾄ 

 Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ 

 Ｘ  1/0  1/0 Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ 
    

 Ｘ 

 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値(PV)＝bit11＝ﾓｼﾞｭﾛ8 ， 
        bit12＝ﾓｼﾞｭﾛ128, 
 提供される／要求される値を指示／折衝するために
bit11 かつ／または bit12 が０か つ／または１にセッ
トされる。  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ 

 ０  ０  ０  ０  ０  １  １  １ 

 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  １ 

        ０  26 
     

 20 

 ０  ０  ０  ０  １  ０  ０  ０ 

 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  １ 

       

 １ 
 
 ２ 
 
 ３ 
 
 ４ 
 
 ５ 
 
 ６ 
 
 ７ 
 
 ８ 
 
 ９ 
 
 10 
 
 11 
 
 12 
 
 13 
 
 14 
 
 15  ０  26 

     
 20 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子(PI)＝kﾊﾟﾗﾒｰﾀ（送信） 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ長(PL)＝1ｵｸﾃｯﾄ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値(PV)＝送信 kﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子(PI)＝kﾊﾟﾗﾒｰﾀ（受信） 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ長(PL)＝1ｵｸﾃｯﾄ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値(PV)＝受信 kﾊﾟﾗﾒｰﾀ値 

 

付図 Ｃ－３／ＪＴ－Ｔ９０  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

 レイヤ２パラメータ（モジュロとｋパラメータ）ネゴシエーションの為のＸＩＤコ

マンド情報フィールド符号化 
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Ｃ．４．１ フォーマット識別子サブフィールド  

 パラメータ値や付加手順のネゴシエーション／インディケーション用としてのＦＩサブ  

フィールドは、ＩＳＯで標準化されている“汎用目的”ＦＩを示すため  

“１０００００１０”に符号化される。  

 

Ｃ．４．２ データリンクレイヤサブフィールド  

 “パラメータネゴシエーション”に関連してデータリンクレイヤサブフィールドのみ存

在する。このサブフィールドは、グループ識別子（ＧＩ）値として“１０００００００”

を持つ。サブフィールドの長さ（ＧＬ）は実際に送信すべき情報に依存するが、最大でも

１１オクテットである。  

 ネゴシエーション／インディケーションすべき個々の項目は、ＰＩで示される。最初の

ＰＩは、ＨＤＬＣ付加機能識別子として符号化される。最初のＰＬフィールドは、パラメー

タフィールドの長さを示す。ＰＶフィールドにはモジュロの値がセットされる。  

 二番目のＰＩフィールドは、ｋパラメータ（送信）識別子として符号化される。二番目

のＰＬフィールドは、パラメータフィールドの長さを示す。ＰＶフィールドには送信ｋパ

ラメータの値がセットされる。  

 三番目のＰＩフィールドは、ｋパラメータ（受信）識別子として符号化される。  

三番目のＰＬフィールドは、パラメータフィールドの長さを示す。ＰＶフィールドには受

信ｋパラメータの値がセットされる。  

 

付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ９０に各項目とＰＩの値の一覧表を示す。  

付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ９０  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

パラメータ／手順  
 

 パラメータ識別子（ＰＩ） 
  
  十進    二進 

 
      パラメータ／手順 

 
  単位 

  ３ 00000011  ＨＤＬＣ付加機能  （注１） 

  ７ 00000111  ｋパラメータ：送信方向  （注２） 

  ８ 00001000  ｋパラメータ：受信方向  （注２） 
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（注１）パラメータ値（ＰＶ）の長さは３オクテットである（即ちＰＬ＝３）。これらの

オクテットは２４ビット列の形で構成され、ＩＳＯ／ＩＥＣ８８８５で規定される

ＨＤＬＣ付加機能に対応している。このビット列の第１ビットは、第１オクテット

の最下位ビットであり、最初に送信される。ビット９は、第２オクテットの最下位

ビットとなる。  

ビット１１と１２だけが、モジュロネゴシエーションに適用される。ビット１１

が“１”にセットされればモジュロ８のサポートを示し、ビット１２が“１”にセッ

トされればモジュロ１２８のサポートを示す。（注３）ビット１１とビット１２が

共に“１”にセットされれば、端末が、モジュロ８と１２８の両方をサポートする

事を示す。  

“１”にセットされたビット位置はその手順を使用することの要求／受付を示し、

“０”にセットされたビット位置はその手順を使用することの非要求／非受付を示

す。  

 ＸＩＤコマンドフレームに応答する端末は、以下のようにしてモジュロ値のネゴ

シエーションを行う。  

 ＸＩＤコマンドフレームではビット１１を“１”にセットするか、またはビット

１２を“１”にセットするか、あるいは両ビットを“１”にセットする場合がある。

ＸＩＤレスポンスフレームではビット１１、１２のどちらかを“１”にセットしな

くてはならない（両方セットすることは許されない）。ＸＩＤレスポンスフレーム

にて“１”にセットされるビットはＸＩＤコマンドフレームで“１”にセットされ

ていたビットでなければならない。  

（注２）パラメータ値（ＰＶ）の長さは１オクテットである（即ちＰＬ＝１）。パラメー

タ値は２進で符号化される。このオクテットにおいては最下位ビットが最初に送出

される。  

（注３）モジュロ８は必須であるため、ＸＩＤコマンドフレームにおいてビット１１が０

でビット１２が１にセットされることは許可されない。  
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 ＸＩＤコマンドフレームに応答する端末は以下のようにｋパラメータネゴシエーション

を行う。ＸＩＤレスポンスフレームで返送される送信方向のｋパラメータ値はＸＩＤコマ

ンドフレーム中で指示された受信方向のｋパラメータ値に等しいか、それ以下でなければ

ならない。同様にＸＩＤレスポンスフレームで返送される受信方向のｋパラメータ値はＸ

ＩＤコマンドフレーム中で指示された送信方向のｋパラメータ値に等しいか、それ以下で

なければならない。  

 

Ｃ．５ ＸＩＤ手順をサポートしない端末との接続性  

 本標準の為に、ＸＩＤ手順をサポートしない着呼端末との接続には以下の手順が適用さ

れる。  

（１）切断フェーズで着呼端末が発呼端末からＸＩＤコマンドフレームを受けた場合：  

－着呼端末はＰビットが１にセットされたＸＩＤコマンド受信の確認としてＦビット

を１にセットした切断モード（ＤＭ）フレームを送信する。  

－発呼端末はデフォルト値のモジュロ、ｋパラメータで接続設定しなければならない。 

（２）情報転送フェーズで着呼端末が発呼端末からＸＩＤコマンドフレームを受けた場合： 

－着呼端末はＦビットが１にセットされたフレームリジェクト（ＦＲＭＲ）フレーム

を受信し、これらの状態にある接続をリセットする。  

－通信の継続が必要であれば、発呼端末はデフォルト着呼のモジュロ、ｋパラメータ

を使用して着呼端末との接続を再設定しなければならない。  

 

Ｃ．６ プロトコルエラー  

本標準の目的の為に、プロトコルエラーとされる条件を以下に示す。  

（１）端末が、ビット１１、１２の両方が“０”にセットされたＨＤＬＣ付加機能の為の

ＸＩＤコマンドを受信した場合  

（２）端末が、送信または受信のｋパラメータ値が“０”にセットされたＸＩＤコマンド

フレームを受信した場合  

（３）端末が、モジュロ８で送信または受信のｋパラメータが８以上にセットされたＸＩ

Ｄコマンドフレームを受信した場合  

（４）端末が、ビット１１、１２の両方が“０”にセットされたＨＤＬＣ付加機能の為の

ＸＩＤレスポンスフレームを受信した場合  
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（５）端末が、ビット１１、１２の両方が“１”にセットされたＨＤＬＣ付加機能の為の

ＸＩＤレスポンスフレームを受信した場合  

（６）端末が、送信または受信のｋパラメータ値が“０”にセットされたＸＩＤレスポン

スフレームを受信した場合  

（７）端末が、モジュロ８で送信または受信のｋパラメータが８以上にセットされたＸＩ

Ｄレスポンスフレームを受信した場合  

（８）端末が、ネゴシエーション規則に反するｋパラメータ値をセットしたＸＩＤレスポ

ンスフレームを受信した場合  

（９）端末が、ネゴシエーション規則に反するモジュロ値をセットしたＸＩＤレスポンス

フレームを受信した場合  

 

プロトコルエラーが発生した場合、受信した端末はＦビットを１にセットした切断モー

ド（ＤＭ）フレームを受信してＸＩＤ手順から抜けなければならない。  
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付属資料 Ｄ 
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ９０に対する）  

ＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥ手順によるリンクセットアップの為のＳＤＬ図  
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（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  
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付属資料 Ｅ  

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ９０に対する）  

ＪＴ－Ｔ９０互換端末に対するＸＩＤを使用したリンクセットアップの為のＳＤＬ図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）ＪＴ－Ｔ９０非互換に対する更なる検討は要求される通信に適合する端末特性を導くであろう 

付図Ｅ－１／ＪＴ－Ｔ９０  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  
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付  録  １ 

（ＪＴ－Ｔ９０に対する）  

ＩＳＤＮにおけるファクシミリ端末  

１．発呼  

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３３、Ｉ．２．２．１．１節に従い、Ｇ４ファクシミリの発呼（ポー

リングまたは送信のいずれか）を行うＧ２／Ｇ３及びＧ４ファクシミリ機能を提供する端

末、またはＧ４ファクシミリ端末は、そのネットワークの能力に合った伝達能力、すなわ

ち“回線交換モード ６４ kbit / s 非制限  8kHz 構造保存”（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３１

〔１〕）または“バーチャルコール”（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３２〔１〕）のいずれか、

またはその両方を使用すべきであり、高位レイヤ特性識別として、“Ｇ４ファクシミリ”

をＨＬＣ情報要素に設定するべきである。  

 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３３、Ｉ．２．２．１．１節に従い、Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ端

末を提供するターミナルアダプタ（ＴＡ）は、３．１ kHz オーディオ伝達能力を使用すべ

きで、高位レイヤ特性識別として、“Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ”をＨＬＣ情報要素に設定

すべきである。  

 

 不整合による呼設定の失敗（例えば、ＩＳＤＮ内の発呼に対する理由表示“端末属性不

一致”または、専用網とのインタワーキングの場合における適当な理由表示をともなった

呼設定拒否）に続いて、発呼側ファクシミリ端末によってとられる動作は、継続検討を必

要とする。再発呼において適合性を達成するための最適条件は、発呼側ファクシミリ端末

へ送られる理由表示と、再発呼のために要求された特性に変更する端末の能力に大きく依

存する（注参照）。  

 ある種のファクシミリ端末では、以下に示す動作を行うであろう。  

 

（１）Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ端末は、その呼を解放しそれ以上の動作を行うべきではな

い。  

（２）Ｇ４ファクシミリ端末は、その呼を解放すべきである。  

伝達能力の不一致が発生し、それが要求された特性に一致させることができる場合、

例えば、“バーチャルコール”（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３２〔１〕）の伝達能力が
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発呼側ファクシミリ端末からも要求され、回線交換形６４ kbit / s の非ＩＳＤＮ網との

インタワーキングが発生した場合、Ｇ４ファクシミリ端末は再発呼を行ってもよい。

それ以上の場合、それ以上の動作を行うことはできず、着呼側ファクシミリ端末と

通信することはできない。  

（３）Ｇ２／Ｇ３とＧ４ファクシミリ機能の両方を提供する端末は、その呼を解放すべき

である。  

 呼が拒否された時、ＩＳＤＮとＰＳＴＮとのインタワーキングが指示されていた

場合、あるいは、ＩＳＤＮ内での呼に対して付表１－１／ＪＴ－Ｔ９０に示される

理由表示が行われた場合、Ｇ２／Ｇ３とＧ４ファクシミリ機能の両方を提供する端

末は、Ｇ２／Ｇ３モードで再発呼を行ってもよい。この場合、３．１ kHz オーディ

オ伝達能力を使用し、高位レイヤ特性識別として“Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ”をＨ

ＬＣ情報要素に設定すべきである。  

 呼が拒否された時、ＩＳＤＮと回線交換形６４ kbit /s の非ＩＳＤＮ網とのインタ

ワーキングが示されていた場合、（２）に従った動作が適当であろう。  

 

（注）発展のためには、不整合による呼の失敗を引き起こす方式をなくすため、さらに    

検討が必要である。  

 

付表１－１／ＪＴ－Ｔ９０  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

フォールバック・コード  

理由表示コード  意味  

３  相手へのルートなし  

１８  着ユーザレスポンスなし  

５７  伝達能力不許可  

５８  現在利用不可伝達能力  

６３  その他のサービス又はオプションの利用不可クラス  

６５  未提供伝達能力指定  

７０  制限ディジタル情報伝達能力のみ可能  

７９  その他のサービス又はオプションの未提供クラス  

８８  端末属性不一致  

１２７  その他のインタワーキングクラス  
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２．着呼

　ＩＳＤＮ内で発生した着呼に対して、ファクシミリ端末は、テレサービスを提供する端

末のためのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３３、Ｉ．２．２節の記述通りに機能すべきである。

　電話網（ＰＳＴＮ）や６４ kbit /s 交換網のように高位レイヤ整合性情報を伝達すること

のできない非ＩＳＤＮ網からの着呼に対して、ファクシミリ端末は、インタワーキング状

況を示す適当な情報（経過識別情報）を受け取らなければならない。高位レイヤプロトコ

ルを規定する情報が含まれていない呼に応答するためには、着呼で示されている他の情報

要素が一致していれば、経過識別情報要素に基づいて判断すべきである。さもなければ、

それは呼解放するか無視すべきである（ユーザオプション）。

　この場合、ディレクトリ番号（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４）は、端末が応答するか否か

の最優先の決定要因でなければならない（伝達能力が適合する前提において）。この場合、

ファクシミリ端末が不適当な呼、たとえば電話呼やデータ呼のような非ＩＳＤＮ網からの

着呼、を受け入れてしまうことを防止するための唯一の手段として、複数加入者番号（Ｍ

ＳＮ）の使用が望ましい。

　ある種のファクシミリ端末に対して、以下の規則が適用される。これらは、その着呼に

応答するか否か、また、どのようなモードで応答するかを決定するために使用されるべき

評価基準を定義するものである。

（１）Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ端末を提供するＴＡは、以下の評価基準が満足されるなら

着呼応答すべきである。

（ａ）着番号情報要素が存在する場合、そのＴＡに割り当てられた番号と一致する。

（ｂ）伝達能力情報要素が情報転送能力“３．１  kHz オーディオ”を示している。

　そして、ＰＳＴＮからの着呼に対して：

（ｃ１）経過識別子情報要素（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１　ＳＥＴＵＰ）が経過内容“呼

がＩＳＤＮエンドツーエンドでない”を示している。（ＰＳＴＮからの着呼）

　（ｄ１）高位レイヤ整合性情報要素が存在しない。

　（ｅ１）着サブアドレス情報要素が存在しない。

　またはＩＳＤＮからの着呼に対して（（ｃ１）、（ｄ１）、（ｅ１）の代わりに）：

（ｃ２）経過識別子情報要素が存在しない。（ＩＳＤＮからの着呼）

（ｄ２）高位レイヤ整合性情報要素が高位レイヤ特性識別“Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ”
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を示している。  

（ｅ２）着サブアドレス情報要素が存在する場合、その端末の割り当てられたサブアド

レスと一致する。  

 

（２）Ｇ２／Ｇ３とＧ４ファクシミリの機能の両方を提供する端末は、以下の評価基準が

満足される場合、Ｇ２／Ｇ３モード（モデムとコーデック機能を含む）で着呼応答

するべきである。（ＰＳＴＮからの着呼）  

（ａ）着番号情報要素が存在する場合、その端末に割り当てられた番号と一致する。  

（ｂ）伝達能力情報要素が情報転送能力“３．１  kHz オーディオ”を示している。  

（ｃ）経過識別子情報要素が経過内容“呼がＩＳＤＮエンドツーエンドでない”を示し

ている。  

（ｄ）高位レイヤ整合性情報要素が存在しない。  

（ｅ）着サブアドレス情報要素が存在しない。  

 

（３）Ｇ２／Ｇ３とＧ４ファクシミリの機能の両方を提供する端末（またはＧ４ファクシ

ミリ端末）は、以下の評価基準が満足される場合、Ｇ４モード（モデムやコーデッ

ク機能のない）で着呼応答すべきである。 (回線交換形６４ kbit / s の非ＩＳＤＮ網か

らの着呼）  

（ａ）着番号情報要素が存在する場合、その端末に割り当てられた番号と一致する。  

（ｂ）伝達能力情報要素が情報転送能力“非制限ディジタル情報”と転送モード“回線

交換モード”を示している。  

（ｃ）経過識別子情報要素が経過内容“呼がＩＳＤＮエンドツーエンドでない”を示し

ている。（注）  

（ｄ）高位レイヤ整合性情報要素が存在しない。  

（ｅ）着サブアドレス情報要素が存在しない。  

（注）ソースがＩＳＤＮか、または６４ kbit /s 交換網かを決定できないかもしれない。  

 

（４）Ｇ２／Ｇ３とＧ４ファクシミリの機能の両方を提供する端末（またはＧ４ファクシ

ミリ端末）は、以下の評価基準が満足される場合、Ｇ４モード（モデムやコーデッ

ク機能のない）で着呼応答すべきである。（ＩＳＤＮからの着呼）  
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（ａ）着番号情報要素が存在する場合、その端末に割り当てられた番号と一致する。  

（ｂ）伝達能力情報要素が情報転送能力“非制限ディジタル情報”と着呼ファクシミリ

端末によりサポートされる転送モード（“回線交換モード”または“パケット交換

モード”を示している。  

（ｃ）経過識別子情報要素が存在しない。  

（ｄ）高位レイヤ整合性情報要素が高位レイヤ特性識別“Ｇ４ファクシミリ”を示して

いる。  

（ｅ）着サブアドレス情報要素が存在する場合、その端末に割り当てられたサブアドレ

スと一致する。  
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３．Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ転送の提供に関する情報要素  

 本節では、Ｓ／Ｔ参照点上のＧ２／Ｇ３ファクシミリ転送の提供に関するプロトコルと

情報要素（ＢＬ、ＬＬＣ、ＨＬＣ）の使用方法をＤチャネル接続制御フェーズに対し規定

する。  

 

３．１ アプリケーション規則  

（１）レイヤ１；物理レイヤインタフェース特性  

  ２．２．１を使用すべきである。  

（２）レイヤ２；Ｄチャネル接続制御フェーズ  

  接続制御フェーズに対し、２．２．２を使用すべきである。  

（３）レイヤ３；Ｄチャネル接続制御フェーズ  

接続制御フェーズに対し、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１を使用すべきである。全てのコー

ディングには、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の適切な部分を引用すべきである。  

 

 呼設定フェーズの間、ユーザ・網インタフェースのＳ／Ｔ参照点で伝達すべき伝達能力

（ＢＣ）、低位レイヤ整合性（ＬＬＣ）および高位レイヤ整合性（ＨＬＣ）情報要素の各

フィールドは、以下に定義した値を使用しなければならない。下記の表に定義していない

ＢＣ、ＬＬＣまたはＨＬＣの情報要素を使用しないこと。  

 

伝達能力（ＢＣ）  

              付表１－２／ＪＴ－Ｔ９０参照  

低位レイヤ整合性（ＬＬＣ）  

              付表１－３／ＪＴ－Ｔ９０参照  

高位レイヤ整合性（ＨＬＣ）  

              付表１－４／ＪＴ－Ｔ９０参照  

 

（４）Ｂチャネルに関しては、Ｇ２／Ｇ３ファクシミリの適当な標準を参照すること。 
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付表１－２／ＪＴ－Ｔ９０  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ転送に対する伝達能力  
 

       Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ 
 
 
 ｵｸﾃｯﾄ 

 
 
   情 報 要 素  

     コンテント 
 発呼側 
 の条件 
 (注 1) 

 着呼側 
 の条件 
 (注 1) 

  １  伝達能力 
  情報要素識別子 

 識別子   Ｍ   Ｍ 

  ２  伝達能力内容長  長さ   Ｍ   Ｍ 

  ３  拡張 
 コーディング標準 
 情報転送能力 

 拡張 
 ＴＴＣ標準及びＩＴＵ－Ｔ標準 
 ３．１ kHz オーディオ（注２） 

  Ｍ 
  Ｍ 
  Ｍ 

  Ｍ 
  Ｍ 
  Ｍ 

  ４  拡張 
 転送モード 
 情報転送速度 

 拡張 
 回線交換モード 
 ６４ kbit/s 

  Ｍ 
  Ｍ 
  Ｍ 

  Ｍ 
  Ｍ 
  Ｍ 

  ５  拡張 
 レイヤ１識別 
 ユーザ情報 
  レイヤ１プロトコル 

 拡張 
 レイヤ１識別 
 標準 JT-G711 μ則 または 
 勧告 G.711  Ａ則 （注３） 

  Ｍ 
  Ｍ 
  Ｍ 

  Ｏ 
  Ｏ 
  Ｏ 

  ６  拡張 
 レイヤ２識別 
 ユーザ情報 
  レイヤ２プロトコル 

 
  Ｎ 
  Ｎ 
  Ｎ 

  Ｎ 
  Ｎ 
  Ｎ 

  ７  拡張 
 レイヤ３識別 

 
  Ｎ 
  Ｎ 

  Ｎ 
  Ｎ 

 

 
 ユーザ情報 
  レイヤ３プロトコル  

  Ｎ   Ｎ 
 

 

（注１）Ｍ：発呼側で送信することが必須であり、着呼側では存在することとコンテント

をチェックすることが必須である。  

    Ｏ：もし存在するならば、着呼側は情報要素をチェックする。  

    Ｎ：発呼側は情報要素を送信しない。着呼側は情報要素を無視する。  

（注２）基本的に、Ｇ２／Ｇ３ファクシミリは情報転送能力が３．１  kHz オーディオの着

呼に応答すべきである。しかし、情報転送能力がスピーチのＧ２／Ｇ３着呼があり

得ることに注意すべきである。  

（注３）μ則またはＡ則のどちらかを使用する。  



 

ＪＴ－Ｔ９０ － 60 －  

付表１－３／ＪＴ－Ｔ９０  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ転送に対する低位レイヤ整合性  
 

       Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ 
 
 
 ｵｸﾃｯﾄ 

 
 
   情 報 要 素  

     コンテント 
 発呼側 
 の条件 
 (注 1) 

 着呼側 
 の条件 
 (注 1) 

  １  低位レイヤ整合性 
  情報要素識別子 

 識別子   Ｍ   Ｏ 

  ２  低位レイヤ整合性内容長  長さ   Ｍ   Ｏ 

  ３  拡張 
 コーディング標準 
 情報転送能力 

 拡張 
 ＴＴＣ標準及びＩＴＵ－Ｔ標準 
 ３．１ kHz オーディオ（注２） 

  Ｍ 
  Ｍ 
  Ｍ 

  Ｏ 
  Ｏ 
  Ｏ 

  ４  拡張 
 転送モード 
 情報転送速度 

 拡張 
 回線交換モード 
 ６４ kbit/s 

  Ｍ 
  Ｍ 
  Ｍ 

  Ｏ 
  Ｏ 
  Ｏ 

  ５  拡張 
 レイヤ１識別 
 ユーザ情報 
  レイヤ１プロトコル 

 拡張 
 レイヤ１識別 
 標準 JT-G711 μ則 または 
 勧告 G.711  Ａ則 （注３） 

  Ｍ 
  Ｍ 
  Ｍ 

  Ｏ 
  Ｏ 
  Ｏ 

  ６  拡張 
 レイヤ２識別 
 ユーザ情報 
  レイヤ２プロトコル 

 
  Ｎ 
  Ｎ 
  Ｎ 

  Ｎ 
  Ｎ 
  Ｎ 

  ７  拡張 
 レイヤ３識別 

 
  Ｎ 
  Ｎ 

  Ｎ 
  Ｎ 

 

 
 ユーザ情報 
  レイヤ３プロトコル  

  Ｎ   Ｎ 
 

 

（注１）Ｍ：発呼側で送信することが必須であり、着呼側では存在することとコンテント

をチェックすることが必須である。  

Ｏ：もし存在するならば、着呼側は情報要素をチェックする。  

Ｎ：発呼側は情報要素を送信しない。着呼側は情報要素を無視する。  

受信したＬＬＣの情報要素がＢＣのものと異なっている場合はＢＣの情報要素が優

先する。  

（注２）基本的に、Ｇ２／Ｇ３ファクシミリは情報転送能力が３．１  kHz オーディオの着

呼に応答すべきである。しかし、情報転送能力がスピーチを示すＧ２／Ｇ３着呼が

あり得ることに注意すべきである。  

（注３）μ則またはＡ則のどちらかを使用する。  
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付表１－４／ＪＴ－Ｔ９０  

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０）  

Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ転送に対する高位レイヤ整合性  
 

       Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ 
 
 
 ｵｸﾃｯﾄ 

 
 
   情 報 要 素  

     コンテント 
 発呼側 
 の条件 
 （注） 

 着呼側 
 の条件 
 （注） 

  １  高位レイヤ整合性 
  情報要素識別子 

 識別子   Ｍ   Ｏ 

  ２  高位レイヤ整合性内容長  長さ   Ｍ   Ｏ 

  ３  拡張 
 コーディング標準 
 解釈法 
 プロトコルプロファイル 
  表現法 

 拡張 
 ＴＴＣ標準及びＩＴＵ－Ｔ標準 
 最初の高位レイヤ特性識別 
 高位レイヤ 
  プロトコルプロファイル 

  Ｍ 
  Ｍ 
  Ｍ 
  Ｍ 

  Ｏ 
  Ｏ 
  Ｏ 
  Ｏ 

  ４  拡張 
 高位レイヤ特性識別 

 拡張 
 Ｇ２／Ｇ３ファクシミリ 

  Ｍ 
  Ｍ 

  Ｏ 
  Ｏ 

  ４ａ  拡張 
 拡張高位レイヤ特性識別 

   Ｎ 
  Ｎ 

  Ｎ 
  Ｎ 

 

 

（注） Ｍ：発呼側で送信することが必須であり、着呼側では存在することとコンテント

をチェックすることが必須である。  

Ｏ：もし存在するならば、着呼側は情報要素をチェックする。  

Ｎ：発呼側は情報要素を送信しない。着呼側は情報要素を無視する。  
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               付  録  ２ 

              （ＪＴ－Ｔ９０に対する）  

     ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｔ．７０ＮＬプロトコルのオプショナルな使用  

 

１．情報転送フェーズ；ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０ＮＬオプションを発呼ＤＴＥが使

用し、着呼ＤＴＥがサポートした場合  

 接続制御フェーズのためのネットワークレイヤは２．２．５節で定義されたものとする。

情報転送フェーズはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０の３．３．３節で定義された通りにインプリ

メントすべきである。  

 

          発呼 DTE                                              着呼 DTE 

 

                             SABM/SABME 

 

UA 

 

                   TRANSPORT CONNECTION SET-UP 

 

          TRANSPORT CONNECTION ACCEPT 

 

 

 

              付図２－１／ＪＴ－Ｔ９０  

               (ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０ )   
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２．情報転送フェーズ；ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０ＮＬオプションを発呼ＤＴＥがプ

ロポーズするが、着呼ＤＴＥがサポートしない場合  

 

 

            発呼 DTE                                           着呼 DTE 

 

                       SABM/SABME 

 

                UA 

 

                 TRANSPORT CONNECTION SET-UP 

 

              DIAGNOSTIC PACKET 

 

                    X.25 RESTART REQUEST 

 

     X.25 RESTART CONFIRMATION 

 

                    X.25 CALL REQUEST 

 

      X.25 CALL CONNECTED 

 

                 TRANSPORT CONNECTION SET-UP 

 

     TRANSPORT CONNECTION ACCEPT 

 

 

 

              付図２－２／ＪＴ－Ｔ９０  

               (ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０ )   
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付  録  ３ 

（ＪＴ－Ｔ９０に対する）  

Ｂチャネルにおけるデータリンクレイヤのための  

サービス定義と状態遷移図（ＣＳモード）  

 

 本付録は、テレマティックサービスのために規定されたリンクレイヤの、いくつかのイ

ンプリメンテーションの経験結果を含んでいる。この記述は適合性試験を提供するために

いくつかの主管庁にとって有益であろう。  

 ＩＳＤＮの保守管理に関してはさらに検討する必要があるかもしれない。しかしながら

現時点では必要とする要件が明確でない。保守管理に関する作業のサポートは今後の検討

課題としておく。  

なお、加えるに、リンクレイヤにおける今後の作業内容、特に、Ｉフレームのための基本

モジュラスに関連した作業内容によっては、なんらかの修正が必要になるであろう。  

（例えば、ＳＡＢＭはＳＡＢＭＥになるであろう）  

（注）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０の該当する節、もしくは付加的な説明を参照することが必

要である。  

 

１．サービス定義  

１．１ ＨＤＬＣによって使用される物理サービス  

 

 
 
   PHS user 
 
 
 
 
 
 
 
  PH-DATA 
  indication 

   

 
         PHS user 
 
 
 
           PH-DATA 
           request 

 
   PHS 

provider 

 
 
                   PHSAP      PHSAP 
 

         付図３－１／ＪＴ－Ｔ９０ ＰＨデータの転送  

            (ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０ )   
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１．２　データリンクサービス（ＨＤＬＣ）

１．２．１　データリンク接続の確立

   DLS user

 　DL-ACTIVATE
 　　request

 　DL-ACTIVATE
 　　confirm

 　DL-CONNECT
 　indication

　　　　　　　　　DLS user

　　　　　　　　　DL-ACTIVATE
　　　　　　　　　　request

　　　　　　　　　DL-ACTIVATE
　　　　　　　　　　confirm

　　　　　　　　　DL-CONNECT
　　　　　　　　　　request

　　　　　　　　　DL-CONNECT
　　　　　　　　　　confirm

 　 DLS
provider

 　 SABM

    UA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DLSAP 　　　　　DLSAP

　　　　　　　　　付図３－２／ＪＴ－Ｔ９０　ＤＬＣの確立成功

　　　　　　　　　　　  (ＩＴＵ－Ｔ  Ｔ．９０ )

   DLS user

 　DL-ACTIVATE
 　　request

 　DL-ACTIVATE
 　　confirm

　　　　　　　　　DLS user

　　　　　　　　　DL-ACTIVATE
　　　　　　　　　　request

　　　　　　　　　DL-ACTIVATE
　　　　　　　　　　confirm

　　　　　　　　　DL-CONNECT
　　　　　　　　　　request

　　　　　　　　　DL-DISCONNECT
　　　　　　　　　　indication

 　 DLS provider

 　 SABM

 　 SABM
    N2 times

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DLSAP 　　　　　DLSAP

　　　　　　　　　付図３－３／ＪＴ－Ｔ９０　ＤＬＣの確立不成功

　　　　　　　　　　　  (ＩＴＵ－Ｔ  Ｔ．９０ )
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１．２．２　データリンク転送フェーズ

   DLS user

 　DL-DATA
 　indication

　　　　　　　　　DLS user

　　　　　　　　　DL-DATA
　　　　　　　　　　request

 　 DLS
provider

 　I-Frame

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DLSAP 　　　　　DLSAP

　　　　　　　　　　付図３－４／ＪＴ－Ｔ９０　ＤＬデータ転送

　　　　　　　　　　　　  (ＩＴＵ－Ｔ  Ｔ．９０ )

１．２．３　データリンク解放

   DLS user

 　DL-DISCONNECT
 　  indication

 　DL-DEACTIVATE
 　　request

 　DL-DEACTIVATE
 　　confirm

　　　　　　　　　DLS user

　　　　　　　　　DL-DISCONNECT
　　　　　　　　　　request

　　　　　　　　　DL-DISCONNECT
　　　　　　　　　　confirm

　　　　　　　　　DL-DEACTIVATE
　　　　　　　　　　request

　　　　　　　　　DL-DEACTIVATE
　　　　　　　　　　confirm

 　 DLS
provider

 　 DISC

 　 UA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DLSAP 　　　　　DLSAP

付図３－５／ＪＴ－Ｔ９０　ＤＬユーザによるＤＬ解放の起動

(ＩＴＵ－Ｔ  Ｔ．９０ )
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   DLS 

provider 

 
   DLS user 
 
 
  DL-DISCONNECT 
   indication 

   
 
  DL-DEACTIVATE 
   request 
 
 
  DL-DEACTIVATE 
   confirm 

   

 
         DLS user 
 
 
         DL-DISCONNECT 
          indication 
 
 
         DL-DEACTIVATE 
          request 
 
 
           DL-DEACTIVATE 
          confirm 

 

 
 
                   DLSAP      DLSAP 

 

付図３－６／ＪＴ－Ｔ９０ ＤＬ提供者によるＤＬ解放の起動  

(ＩＴＵ－Ｔ  Ｔ．９０ )  

 

1 .2 .４ データリンクのリセット  

 

 
   DLS user 
 
 
 
 
 
  DL-RESET 
    indication 

   

 
         DLS user 
 
 
         DL-RESET 
          indication 
 
 
         DL-RESET 
          response 

 
   DLS 

provider 
 
 
 
   FRMR 
 
 
 
 
 
 
   SABM 
 
   UA 

 
  DL-RESET 
   response 

 
               DLSAP      DLSAP 

 

付図３－７／ＪＴ－Ｔ９０ リセット成功  

(ＩＴＵ－Ｔ  Ｔ．９０ )  
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   DLS user 
 
 
 
 
 
 
  DL-RESET 
   indication 

   
 
  DL-DISCONNECT 
   request 
 
 
 
 
  DL-DISCONNECT 
   confirm 

   

 
         DLS user 
 
 
         DL-RESET 
           indication 
 
 
         DL-RESET 
          response 
 
 
 
 
 
         DL-DISCONNECT 
          indication 

 
   DLS 

provider 
 
 
 
   FRMR 
 
 
 
 
 
 
 
   DISC 
 
 
   UA 

 
 
                   DLSAP      DLSAP 

 

 

付図３－８／ＪＴ－Ｔ９０ ＦＲＭＲの受信側にリセットが受け入れられない場合  

(ＩＴＵ－Ｔ  Ｔ．９０ )  

 

 
   DLS user 
 
 
 
 
 
  DL-RESET 
    indication 

   
  DL-RESET 
   response 
 
  DL-DISCONNECT 
   indication 

   
  

 
         DLS user 
 
 
         DL-RESET 
          indication 
 
 
 
         DL-DISCONNECT 
          request 
 
 
 
 
         DL-DISCONNECT 
          confirm 

 
   DLS 

provider 
 
 
 
   FRMR 
 
 
 
 
   DISC 
 
   SABM 
 
   DM 
 
   UA  

 
                   DLSAP      DLSAP 

 

付図３－９／ＪＴ－Ｔ９０ ＦＲＭＲの送信側にリセットがサポートされていない場合  

(ＩＴＵ－Ｔ  Ｔ．９０ )  
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   DLS user 
 
 
 
 
 
  DL-RESET 
    indication 

   
  
 
  DL-DISCONNECT 
   request 
 
 
 
 
 
 
 
   DL-DISCONNECT 
   confirm 

   

 
         DLS user 
 
 
         DL-RESET 
          indication 
 
 
 
         DL-DISCONNECT 
          request 
 
 
 
 
 
 
 
         DL-DISCONNECT 
          confirm 

 
   DLS 

provider 
 
 
 
   FRMR 
 
 
 
 
   DISC 
 
 
 
   DISC 
 
   UA 
 
 
   UA 

 
 
                   DLSAP      DLSAP 

 

付図３－１０／ＪＴ－Ｔ９０ リセットが両者に受け入れられない場合  

(ＩＴＵ－Ｔ  Ｔ．９０ )  
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２．ＨＤＬＣ状態遷移図  

２．１ 遷移図間の関連  

 以下の遷移図はＨＤＬＣ手順を１つの機能単位として記述している。最初のページは全

体のプロトコルについて記述しており、その後のページは特定の状態について記述してい

る。  

 

２．２ 略 語  

       ＡＢＭ   非同期平衡モード  

       ＡＤＭ   非同期切断モード  

       Ｒ :XXX     ＸＸＸ受信（コマンドあるいはレスポンス）  

       Ｒ :CXXX   コマンド受信  

       Ｒ :RXXX   レスポンス受信  

       Ｓ :XXX    ＸＸＸ送信  

       Ｆ      ファイナルビット  

       Ｐ      ポールビット  

       ＸＸＸ   この状態は存在しない  

       ＲＣ    リドライブカウンタ  

       ＲＣＢ   リドライブカウンタビジー  

       ＩＣ    Ｉフレームカウンタ  

       Ｖ  su     シーケンス更新のための変数  
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３．フレーム定義の概要  

３．１ 無効フレーム  

（１）フラグにより適正に区分できないフレーム  

（２）ＡまたはＢ以外のアドレスを含むフレーム  

（３）フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）に誤りのあるフレーム  

（４）フラグ間が３２ビットより少ないフレーム  

 

３．２ 有効フレーム  

３．２．１ 期待されないフレーム  

 ＮＥＦは、（受信側にとって）期待されないフレームであり、その受信によってリジェ

クト状態にする。（ＦＲＭＲ制御フィールドを持つフレームはのぞく）  

（１）未定義又は実装されないコマンド又はレスポンスの制御フィールドを持つフレーム        

タイプＷ  

（２）許可されていない情報フィールドを持つフレーム、長さが不正な監視又は非番号制

フレーム  

タイプＸ  

（３）定義された最大長を越す情報フィールドを持つフレーム  

タイプＹ  

（４）無効なＮ（Ｒ）を持つフレーム  

タイプＺ  

 

３．２．２ 期待されるフレーム  

（１）受信局において（ＩＴＵ－Ｔ勧告もしくはＴＴＣ標準に従って）動作を引き起こす

フレーム  

（２）受信局で限定された状態においてのみ無視されるべきフレーム  
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6

0 3 3, 4, 5

1

2

5

4

6

3

T0811020-92/d27

S: SABM, P=1
RC=RC–1, SET T1

S: DM, F=P
DL-DISC ind.

Any state

Stop flag
DL-DEACT conf.

DL-DISC ind.

DL-DISC conf.

T3Ú(T1ÙRC=0)
VRCB=0

R: UA, F=1

R: SABM
R: SABM

S: UA, F=P

S: DM, F=1

S: DM, F=P
DL-DISC ind.

DL-DISC ind.
RESET T1

S: SABM, P=1
SET T1
RC=N2–1
RESET T3

S: UA, F=P
N(R)=0, N(S)=0
DL-CON ind.
RESET T3

DL-CON conf.
RESET T1
N(R)=0, N(S)=0

T1ÙRC¹0

S: UA, F=P

S: UA, F=P

S: FRMR,SET T1
RC=RC–1S: FRMR, F=1

S: FRMR, SET T1
DL-RESET ind.
RC=N2–1

S: UA, F=P
N(R)=0, N(S)=0
RESET T1

S: UA, F=P
N(R)=0, N(S)=0
DL-RESET ind.

S: DISC, P=1
RC=RC–1
SET T1

S: DISC, P=1
SET T1
RC=N2–1R: DISCONNECTION

DL-DISC req.

DL-DISC req.

R: SABM
ÙDL-RESET resp.R: COMMAND, P=1

DISC SABM

DL-RESET ind.

SABM, P=1
SET T1
RC=N2 – 1

Link
disconnection

Information
transfer

phase

DL-DISC req.

R: FRMR

R: SABM

R: SABM

T1ÙRC¹0

Link set-up
phase

Disconnected
phase

R: DISCONNECTION

DL-DISC ind. S: UA, F=P
DL-DISC ind.

R: DM, F=1
ÚF=0

DL-ACT req.
(Address A or B)

DL-DEACT req.

DL-ACT conf.
SET ADDRESS
SEND FLAG
SET T3

R: DM, F=1

R: UA, F=1
ÚR: DM, F=1

R: COMMANDS, P=1

R: DISCONNECTION

DL-
CON req.

DL-RESET resp.

FIGURE  III-11/T.90

State transition diagram HDLC

ADM

ABM

R: SABM

R: NEF

 

 

 

 

T  3  (  T  1   R  C  =  0  )  
V  R  C  B  =  0  

V  R  :    D  M  ,   F  =  1  

R  :   D  M  ,   F  =  1  
 F  =  0  

T  1   R  C   0  

T  1   R  C   0  

 D  L  -  R  E  S  E  T   r  e  s  p  .  

切断フェーズ  

リンク設定フェーズ  

情報転送 
フェーズ 

リンク切断 

 

ABM  

ADM  

図３－１ 1／ＪＴ－Ｔ９０ ＨＤＬＣ状態遷移図（データリンク制御） 

(ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０) 
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3.1

3.2

T0811030-9/d28

S: RNR, F=1

S: RR, F=1

S: RNR, F=1

S: RR, F=1

S: RNR, F=1

S: CRNR, P=1

S: RR, F=1

S: CRR, P=1a)

S: RR, F=1 S: RNR, F=1

IC=IC+1

R: <CRR CREJ> <N(R)=V(S)> P=1 BUSY

R: RR <CRR P=0> N(R)=V(S)

R: REJ <CREJ P=0>

RESET T1
IC=IC+V(S)–N(R)
V    =V(S)=N(R)

S: PH-DATA req.
V(S)=V(S)+1
IC=IC–1
SET T1

SET T1
V    =N(R)

RESET T1
V    =N(R)

R:<<RNR <CRNR P=0>
T1> BUSY

R: CRNR P=1 BUSY

R: CRNR
P=1 BUSY 

R: <CRNR  P=0  RNR  T1> 
 BUSY

RESET T1
V    =N(R)

RESET T1
IC=IC + V(S) – N(R)
V    =V(S)=N(R)

R: [REJ F=1] [RR F=1 N(R)  V(S)]

Sending I-frame

R: (CRR CREJ CRNR) P=1 BUSY

R: <CRR CRNR CREJ P=1> BUSY

S: CRR, P=1
RC=RC–1
SET T1

SET RC=N2–1
RCB=RCB–1

S: CRNR, P=1
RC=RC–1
SET T1

T1 RC>O BUSY
R: RNR F=1

T1 RC>O BUSY

Timer recovery
condition

IC>0 DIFF<7
R: DL-DATA req.

susu su

su su

su

a)

FIGURE III-12/T.90
State transition diagram HDLC

(3 Information transfer phase, I-frame control)

a) Alternatively to RR, P = 1 it is allowed to send PH-DATA req. P = 1 or CREJ, P = 1.

V    =N(R), SET T1
SET RC=N2–1
SET RCB=N2–1

R: RR F=1
N(R)=V(S)

R: <CRR CREJ> <N(R)=V(S)> P=1 BUSY

R: <CRR CREJ> <N(R) V(S)> P=1 BUSY

R: RR <CRR P=0> N(R) V(S)

R: <CRR CREJ> <N(R) V(S)> P=1 BUSY

 

 

 

 

 

 

Ｉフレーム送信  

タ イ マ 回 復

a)RR,P=1 の替わりに、PH-DATA req.  P=1 または CREJ,P=1 を送信することが許される。

 

図３－１２／ＪＴ－Ｔ９０ ＨＤＬＣ状態遷移図  

(ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０ )  

（ 3.情報転送フェーズ－Ｉフレーム制御）  
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3.1

3.2

T0811040-92/d29

V   =N(R)su

S: RNR, F=1

S: RR, F=1

S: RNR, F=1

S: RR, F=1

S: RNR, F=1

S: CRNR, P=1

S: RR, F=1

S: CRR, P=1
a)

S: RR, F=1

IC=IC+1

V   =N(R)su

S: RNR, F=1
V   =N(R)su

FIGURE III-13/T.90

State transition diagram HDLC
(3 Information transfer phase, I-frame control with update of N(R)

in timer recovery condition)

a) Alternatively to RR, P = 1 it is allowed to send PH-DATA req. P = 1 or CREJ, P = 1.

R: <CRR CREJ> <N(R)=V(S)> P=1 BUSY

R: RR <CRR P=0> N(R)=V(S)

R: REJ  <CREJ  P=0>

RESET T1
IC=IC+V(S)–N(R)
V    =V(S)=N(R)

S: PH-DATA req.
V(S)=V(S)+1
IC=IC–1
SET T1

SET T1
V    =N(R)

RESET T1
V    =N(R)

R:<<RNR  <CRNR  P=0>
 T1>  BUSY

R: CRNR  P=1  BUSY

R: CRNR 
P=1  BUSY 

R: <CRNR  P=0  RNR  T1> 
 BUSY

RESET T1
V    =N(R)

RESET T1
IC=IC + V(S) – N(R)
V    =V(S)=N(R)

R: [REJ F=1] [RR F=1 N(R)  V(S)]

Sending I-frame

R: (CRR  CREJ  CRNR)  P=1  BUSYR: <CRR CRNR CREJ P=1> BUSY

S: CRR, P=1
RC=RC–1
SET T1

SET RC=N2–1
RCB=RCB–1
V   =N(R)

S: CRNR, P=1
RC=RC–1
SET T1

T1 RC>O BUSY
R: RNR F=1

T1  RC>O  BUSY

Timer
recovery
condition

IC>0  DIFF<7
R: DL-DATA req.

susu su

su su

su

a)

V    =N(R), SET T1
SET RC=N2–1
SET RCB=N2–1

R: RR F=1
N(R)=V(S)

R: <CRR CREJ> <N(R)=V(S)> P=1 BUSY

R: <CRR CREJ>  <N(R)¹V(S)>  P=1  BUSY

R: RR  <CRR  P=0>  N(R)¹V(S)

R: <CRR  CREJ>  <N(R)¹V(S)>  P=1  BUSY

R: [<RR  REJ  RNR>  F=0  
<CRR  CREJ  CRNR>]  BUSY

su

 

 

 

 

 

Ｉフレーム送信  

R  :    <  C  R  R    C  R  E  J  >      <  N  (  R  )   V  (  S  )  >      P  =  1      B  U  S  Y  

R  :    R  R      <  C  R  R      P  =  0  >      N  (  R  )   V  (  S  )  
R  :    <  C  R  R      C  R  E  J  >      <  N  (  R  )   V  (  S  )  >      P  =  1      B  U  S  Y  

タイマ  
回復状態  

a)RR,P=1 の替わりに、 PH-DATA req.  P=1 または CREJ,P=1 を送信することが許される。  

 

図３－１３／ＪＴ－Ｔ９０  

(ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０ )  

ＨＤＬＣ状態遷移図  

（ 3.情報転送フェーズ－タイマ回復状態における N(R)更新時のＩフレーム制御）  
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3.1.3

3.1.1

3.1.2

T0811050-92/d30

S: RNR, F=P

S: RNR, F=P

R: PH-DATA ind.∧∧∧∧N(S)=V(R)∧∧∧∧BUSY∧∧∧∧N(R)=V(S)

R: PH-DATA ind.∧∧∧∧N(S)=V(R)∧∧∧∧BUSY∧∧∧∧N(R)¹V(S)

V(R)=V(R)+1
S: RR, F=P
DL-DATA ind.
RESET T1
V   =N(R)su

V(R)=V(R)+1
S: RR, F=P
DL-DATA ind.
SET T1
V   =N(R)su

Receiving
I-frame

R: PH-DATA ind.∧N(S)¹V(R)∧N(R)=V(S)

R: PH-DATA ind.∧N(S)¹V(R)∧N(R)¹V(S)

V(R)=V(R)+1
S: RR, F=P
DL-DATA ind.
RESET T1
V   =N(R)su

V(R)=V(R)+1
S: RR, F=P
DL-DATA ind.
RESET T1
V   =N(R)su

S: REJ, F=P
RESET T1
V   =N(R)su

S: REJ, F=P
SET T1
V   =N(R)su

N(S) sequence
error condition

R: PH-DATA ind.∧∧∧∧N(S)¹V(R)∧∧∧∧N(R)=V(S)∧∧∧∧P=1∧∧∧∧BUSY

R: PH-DATA ind.∧∧∧∧N(S)¹V(R)∧N(R)¹V(S)∧∧∧∧=1∧∧∧∧BUSY

R: PH-DATA ind.
∧N(S)=V(R)∧N(R)=V(S)

R: PH-DATA ind.
∧N(S)=V(R)∧N(R)¹V(S)

R: PH-DATA ind.
∧∧∧∧BUSY

S: REJ, F=1
RESET T1
V   =N(R)su

S: REJ, F=1
SET T1
V   =N(R)su

PH-DATA
ind.∧∧∧∧BUSY

BUSY conditionPH-DATA ind.

RESET∧∧∧∧BUSY

FIGURE   III-14/T.90

State transition diagram HDLC
(3.1 Information transfer phase, I-frame acknowledgement)

図３－１４／ＪＴ－Ｔ９０　ＨＤＬＣ状態遷移図

(ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．９０ )

（ 3.1　情報転送フェーズ－Ｉフレーム確認）

Ｉフレーム
受信

R: PH-DATA ind.∧∧∧∧N(S)=V(R)∧∧∧∧BUSY∧∧∧∧N(R)≠V(S)

∧N(S)=V(R)∧N(R)≠V(S)

R: PH-DATA ind.∧∧∧∧N(S)≠V(R)∧∧∧∧N(R)=V(S)∧∧∧∧P=1∧∧∧∧BUSY

R: PH-DATA ind.∧∧∧∧N(S)≠V(R)∧N(R)≠V(S)∧∧∧∧=1∧∧∧∧BUSY

ビジー状態

N( S )シーケンス
エラー状態

R: PH-DATA ind.∧∧∧∧N(S)=V(R)∧∧∧∧BUSY∧∧∧∧N(R)≠V(S)

R: PH-DATA ind.∧N(S)≠V(R)∧N(R)≠V(S)
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3.2.3

3.2.1

3.2.2

T0811060-92/d31

S: RNR, F=P

S: RNR, F=P

S: REJ, F=P

S: REJ, F=1

R: PH-DATA ind. N(S)=V(R) BUSY

V(R)=V(R)+1
S: RR, F=P
DL-DATA ind.

Receiving
I-frame

R: PH-DATA ind. N(S)¹V(R)

S: RR, F=P
DL-DATA ind.
V(R)=V(R)+1

N(S) sequence
error conditionR: PH-DATA ind. N(S)¹V(R) P=1 BUSY

R: PH-DATA ind.
BUSY

R: PH-DATA ind.
N(S)=V(R) BUSY

PH-DATA
ind. BUSY

BUSY condition
PH-DATA ind. BUSY

RESET BUSY

FIGURE III-15/T.90

State transition diagram HDLC
(3.2 Information transfer phase, I-frame acknowledgement

in exception conditions)  

 

 

Ｉフレーム受信  

N(S)シーケン
スエラー状態

ビジー状態  

R  :   P  H  -  D  A  T  A   i  n  d  .   N  (  S  )   V  (  R  )  

Y  R  :   P  H  -  D  A  T  A   i  n  d  .  N  (  S  )   V  (  R  )  P  =  1  B  U  S  

図３－１５／ＪＴ－Ｔ９０ ＨＤＬＣ状態遷移図  

(ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０ )  

（ 3.2 情報転送フェーズ－異常状態でのＩフレーム確認）  
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3.2.3

3.2.1

3.2.2

T0811070-92/d32

S: RNR, F=P

S: RNR, F=P

S: REJ, F=P

S: REJ, F=1

R: PH-DATA ind. N(S)=V(R) BUSY

V(R)=V(R)+1
S: RR, F=P
DL-DATA ind.
V   =N(R)

R: PH-DATA ind. N(S)¹V(R)

S: RR, F=P
DL-DATA ind.
V   =N(R)
V(R)=V(R)+1

R: PH-DATA ind. N(S)¹V(R) P=1 BUSY

R: PH-DATA ind.
BUSY

R: PH-DATA ind.
N(S)=V(R) BUSY

PH-DATA
ind. BUSY

PH-DATA ind. BUSY

RESET BUSY

FIGURE  III-16/T.90

State transition diagram HDLC
[3.2 Information transfer phase, I-frame acknowledgement

in exception conditions with update of N(R)]

su

su

V   =N(R)su

V   =N(R)su

 

 

 

R  :   P  H  -  D  A  T  A   i  n  d  .   N  (  S  )   V  (  R  )  

R  :   P  H  -  D  A  T  A   i  n  d  .   N  (  S  )   V  (  R  )   P  =  1   B  U  S  Y  

図３－１６／ＪＴ－Ｔ９０  

(ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０ )  

ＨＤＬＣ状態遷移図  

（ 3.2 情報転送フェーズ－異常状態での N(R)更新時のＩフレーム確認）  
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               付 録 ４ 

              （ＪＴ－Ｔ９０に対する） 

      Ｄチャネル／Ｂチャネルのコーディネーション機能を考慮した 

       テレマティック・エンドシステムのための可能なモデル 

 
  ＯＳＩレイヤ 
 

     ４－７ 
 

     テレマティックプロトコル レイヤ４－７ 
 

     Ｄ／Ｂチャネル コーディネーション機能  

 

 

  ＪＴ－Ｑ９３１ 
     ＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８ 

         及び 

      ＪＳ－８２０８ 

 

 

 

     ３ 

 

  ＪＴ－Ｑ９２１ 

   （ＬＡＰＤ） 

     ＩＳＯ／ＩＥＣ７７７６ 

     ＤＴＥ－ＤＴＥ動作 

    

     ２ 

 

 

 

     １   ＜Ｄチャネル＞       ＜Ｂチャネル＞ 

 

         ＪＴ－Ｉ４３０／Ｉ４３１ 

 

 
 
 付図４－１／ＪＴ－Ｔ９０ Ｄチャネル／Ｂチャネルのコーディネーション機能を考慮 
    (ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０)   したテレマティック・エンドシステムのためのモデル 

 

 

 レイヤ３コーディネーション機能の記述には、様々な方法がある。原則的には、レイヤ

３は一つの統一体としても記述できるし、個々のモジュールの組み合わせとしても記述で

きる。 

 レイヤ３が次の３モジュールから構成されることは明白である。 

（１） レイヤ３ Ｄチャネル 

（２） レイヤ３ Ｂチャネル 

（３） レイヤ３ Ｄ／Ｂチャネル コーディネーション 

 最初の２モジュールはほとんど確立しているので、コーディネーションモジュールの機

能面の規定が残っている。インプリメンテーション自体は、製造者の責任である。 

 



－ 79 － ＪＴ－Ｔ９０

　　　　　　　　　　　　　　　付　録　５

　　　　　　　　　　　　　　（ＪＴ－Ｔ９０に対する）

　　　　　　　　　　　　　　　　　速度整合機能

　６４kbit/s のディジタル伝達能力のある回線交換モードでは、ＣＳＰＤＮおよび他のデ

ィジタル網とのインタワークの機会が多くなると考えられる。その場合に、ＩＳＤＮ端末

は速度整合機能が必要であろう。速度整合機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１１０に定義され

た手順によって実現される。次に示すのは、テレマティック端末がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１

１０速度整合を使用して既存端末と接続する場合に、ＳＥＴＵＰメッセージ（ＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｑ９３１）において速度整合を実施する場合の例である。

　付表５－１／ＪＴ－Ｔ９０　伝達能力のためのコーディング例

　(ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０)　　　　　　　（回線交換モード、ユーザ速度５６kbit/s）

 オクテット  　　フィールド  　　　発呼側  　　　着呼側

 　　１  情報要素識別子  　　　伝達能力

 　　２  伝達能力内容長

 コーディング標準  　ＩＴＵ－Ｔ標準
 　及びＴＴＣ標準

 　　　　必須 　　３

 情報転送能力  　非制限ディジタル  　　（注１参照）

 転送モード  　　回線交換モード  　　（注１参照） 　　４

 情報転送速度  　　　６４kbit/s  　　（注２参照）

 レイヤ１識別  　　　“０　１”  　　（注１参照）
 　　５

 ユーザ情報レイヤ１
 プロトコル

 　ＪＴ－Ｖ１１０／
 　ＪＴ－Ｘ３０

 　　（注２参照）

 同期／非同期  　　　　同期  　　（注２参照）

 ネゴシエーション  　　　　付加  　　（注２参照）
 　　５ａ

 ユーザ速度  　　　５６kbit/s  　　（注２参照）

（注１）着呼側は、値を認識しモードを変更する。

（注２）このフィールドが存在する場合、着呼側は発呼側が指示した能力を有する場合の

み応答する。
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               付 録 ６ 

              （ＪＴ－Ｔ９０に対する） 

    最適なスループット確保のために推奨されるパラメータ値の組み合わせ 

 

              付表６－１／ＪＴ－Ｔ９０ 

              (ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．９０) 

 
 

  ＬＬＣ ＩＥ 
  

 

 ｵｸﾃｯﾄ    ﾋﾞｯﾄ 

 
 ｹｰｽ1 

 
 ｹｰｽ2 

 
 ｹｰｽ3 

 
 ｹｰｽ4 

 
 ｹｰｽ5 

 
 ｹｰｽ6 

 レイヤ２ 
 モード 

 ６ａ  ７－６  拡張  拡張  拡張  拡張  拡張  基本 

 ｋパラメー 
 タ 

 ６ｂ  ７－１   80   40   20   10   ７   ７ 

 レイヤ３ 
 モード 

 ７ａ  ７－６  拡張  拡張  拡張  拡張  拡張  基本 

 パケットサ 
 イズ 

 ７ｂ  ４－１   128   256   512  1024  2048  2048 

 レイヤ３ 
 ウインドウ 
 サイズ 

 
 ７ｃ 

 
 ７－１ 

 
  80 

 
  40 

 
  20 

 
  10 

 
  ７ 

 
  ７ 

 

 

 

（注）ケース１のインプリメンテーションを強く推奨する。 



 

 － 81 － ＪＴ－Ｔ９０ 

               付 録 ７ 

 

               ＪＴ－Ｔ９０用語対照表 
 

       用     語        対      訳 

 accept 

 access connection 

 allocated 

 application 

 application rules 

 architecture 

 Asynchronous Balanced Mode 

 Asynchronous Disconnect Mode 

 audio or speech 

 available 

 BC IE 

 bearer capability 

 bearer service 

 CALL ACCEPTED packet 

 call establishment 

 call establishment phase 

 call identification line 

 call progress indicator 

 call progress information 

 CALL REQUEST information 

 Called Address Extension 

 called line 

 Calling Address Extension 

 Calling side/called side 

 ＩＴＵ－Ｔ standardized coding 

 channel 

 characteristics identification 

 circuit-mode 

 circuit-switched 

 受け入れる 

 アクセスコネクション 

 割り当てられた 

 アプリケーション 

 アプリケーション規則 

 アーキテクチャ 

 非同期平衡モード 

 非同期切断モード 

 オーディオまたはスピーチ 

 適用可能な 

 ＢＣ情報要素 

 伝達能力 

 ベアラサービス 

 着呼受付パケット 

 呼設定 

 呼設定フェーズ 

 呼識別行 

 経過識別子 

 経過識別情報 

 発呼パケット 

 着呼アドレス拡張 

 着信回線 

 発呼アドレス拡張 

 発呼側／着呼側 

 ＩＴＵ－Ｔ標準 及びＴＴＣ標準 

 チャネル 

 特性識別 

 回線交換モード 

 回線交換 

 

 Closed User Group (CUG) 

 codec functions 

 coding standard 

 communication efficiency 

 閉域ユーザグループ 

 コーデック機能 

 コーディング標準 

 通信効率 

 

 
 



 

ＪＴ－Ｔ９０ － 82 －  

       用     語        対      訳 

 Configuration 

 conformance testing 

 CONNECT message 

 CONNECT signal 

 connection 

 connection control 

 Connection Control Phase 

 connection establishment 

 connection rejection 

 connection release 

 consideration 

 convey 

 coordination 

 criteria 

 CS-mode 

 cumulative transit delay 

 D-/B-Channel 

 data syntax 

 dedicated network 

 directory number 

 DTE-DCE communication 

 DTE-DTE operation 

 editing 

 end-to-end 

 通信形態 

 適合性試験 

 応答メッセージ 

 応答メッセージ 

 接続 

 接続制御 

 接続制御フェーズ 

 接続確立 

 接続拒否 

 接続解放 

 考慮 

 伝達する 

 コーディネーション 

 評価基準 

 ＣＳモード 

 累積伝送遅延 

 Ｄ／Ｂチャネル 

 データシンタックス 

 専用線 

 ディレクトリ番号 

 ＤＴＥ－ＤＣＥ通信 

 ＤＴＥ－ＤＴＥ動作 

 修正 

 エンドツーエンド 

 

 End-to-End Transit Delay Negotiation 

 establish 

 Establishment 

 establishment 

 expected frame 

 Expedited Data Negotiation 

 Extended mode 

 facility (facilities) 

 facsimile terminal 

 Fast Select 

 final bit 

 flag 

 エンドツーエンド伝送遅延ネゴシエーション 

 設定する 

 呼設定法 

 設定 

 期待されるフレーム 

 優先データネゴシエーション 

 拡張モード 

 ファシリティ 

 ファクシミリ端末 

 ファーストセレクト 

 フエイナルビット 

 フラグ 

 

 



 

 － 83 － ＪＴ－Ｔ９０ 

 

       用     語        対      訳 

 flag staffing 

 flow control 

 for further study 

 functional unit 

 functional profile 

 G3/G4 machine 

 general rules 

 Group 4 facsimile 

 High Layer Compatibility 

 HLC field 

 HLC information 

 HLC provision 

 I-frame 

 I.122 

 implementation 

 INCOMING CALL packet 

 フラグスタッフィング 

 フロー制御 

 継続検討 

 機能単位 

 機能標準 

 Ｇ３／Ｇ４機 

 一般規則 

 グループ４ファクシミリ 

 高位レイヤ整合性 

 ＨＬＣフィールド 

 ＨＬＣ情報 

 ＨＬＣの提供 

 Ｉフレーム 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１２２ 

 インプリメンテーション 

 着呼パケット 

 

 incoming calls 

 incompatible destination 

 information transfer 

 information transfer capability 

 information transfer rate 

 interaction 

 interface 

 interpretation 

 interworking 

 invalid 

 ISDN number 

 kbit/s 

 Low Layer Compatibility 

 Minimum Throughput Negotiation 

 Mixed mode of operation 

 modified notification 

 multiple subscriber number 

 multiplexing 

 negotiation 

 negotiation mechanism 

 着呼 

 端末属性不一致 

 情報転送 

 情報転送能力 

 情報転送速度 

 相互作用 

 インタフェース 

 解釈法 

 インタワーキング 

 無効 

 ＩＳＤＮ番号 

 kbit/s 

 低位レイヤ整合性 

 最小スループットクラスネゴシエーション 

 ミクスト動作モード 

 変更通知 

 複数加入者番号 

 多重化 

 ネゴシエーション 

 ネゴシエーションメカニズム 

 

 



 

ＪＴ－Ｔ９０ － 84 －  

 

       用     語        対      訳 

 network layer 

 non-Extended mode 

 non-ISDN source 

 not present 

 not this condition 

 not valid 

 notification 

 NASP address 

 ネットワークレイヤ 

 基本モード 

 非ＩＳＤＮソース 

 存在しない 

 この状態は存在しない 

 無効 

 通知 

 ＮＳＡＰアドレス 

 

 optional 

 optional usage 

 optional user facility 

 OSI Layer 

 OSI-Network Service 

 outgoing access 

 over-riding determinant 

 packet mode service 

 packet-switched 

 packet window size 

 peer entity 

 per-call-basis 

 permanent condition 

 poll bit 

 polling 

 presentation method 

 primitive 

 progress description 

 progress indicator information 

 protocol identifier 

 protocol instances 

 protocol profile 

 protocol set 

 protocol stack 

 provision 

 PS mode 

 rate adaptation function 

 rationale 

 オプショナル 

 オプショナルな使用法 

 オプショナルユーザファシリティ 

 ＯＳＩレイヤ 

 ＯＳＩネットワークサービス 

 出接続 

 最優先の決定要因 

 パケット交換サービス 

 パケット交換 

 ウインドウサイズ 

 相手側 

 呼ごと 

 状態不変 

 ポールビット 

 ポーリング 

 表現法 

 プリミティブ 

 経過内容 

 経過識別子情報 

 プロトコル識別子 

 プロトコル 

 プロトコルプロファイル 

 プロトコル構成 

 プロトコル階層群 

 提供 

 ＰＳモード 

 速度整合機能 

 理論的根拠 
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       用     語        対      訳 
 

 READY TO COMMUNICATE 

 receipt confirmation selection 

 Recommendation 

 Recommendation 

 Recommendation of the I-series 

 redirection 

 redrive counter 

 registration 

 reject 

 release 

 requirement 

 resetting 

 Reverse Charging 

 satellite links 

 Scope 

 Segmentation 

 sending 

 sequence 

 service oriented user facility 

 single two-way logical channel 

 Specific Application rules 

 specific state 

 structure 

 sub-address 

 supplementary service 

 support 

 Symmetry 

 T.70 

 T.70NL 

 telematic 

 telematic equipment 

 telematic service 

 通信準備完了 

 受信確認選択 

 標準（本文を指す場合） 

 勧告（ＩＴＵ－Ｔを参照する場合） 

 ＩＴＵ－ＴのＩシリーズ勧告 

 転送 

 リドライブカウンタ 

 登録 

 拒否 

 解放 

 要求条件 

 リセット 

 着信課金 

 衛星リンク 

 本標準の規定範囲 

 分割 

 送信 

 シーケンス 

 サービス指向のユーザファシリティ 

 単一の双方向論理チャネル 

 個別アプリケーションルール 

 特定の状態 

 構造 

 サブアドレス 

 付加サービス 

 提供する 

 対称性 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０ 

 Ｔ．７０ＮＬ 

 テレマティック 

 テレマティック装置 

 テレマティックサービス 

 

 teleservice 

 Teletex 

 Terminal Adapter 

 Throughput Class Negotiation 

 テレサービス 

 テレテックス 

 ターミナルアダプタ 

 スループットクラスネゴシエーション 
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       用     語        対      訳 

 transfer 

 transfer mode 

 Transit Delay Selection and Indication 

 type of document 

 unknown 

 unrestricted digital information 

 update 

 user-network 

 valid 

 Videotex 

 virtual call 

 virtual circuit 

 virtual circuit call control 

 virtual connection 

 virtual connection control 

 virtual connection control phase 

 X.25 originated user facility 

 X.25PLP 

 転送 

 転送モード 

 伝送遅延選択／表示 

 ドキュメントタイプ 

 不明 

 非制限ディジタル情報 

 更新 

 ユーザ・網 

 有効 

 ビデオテックス 

 バーチャルコール 

 バーチャルサーキット 

 バーチャルサーキットの呼制御 

 バーチャル接続 

 バーチャル接続制御 

 バーチャル接続制御フェーズ 

 Ｘ．２５に起因したユーザファシリティ 

 Ｘ．２５ＰＬＰ 
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